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西
尾
市
制
　
周
年
を
記
念
す
る
式
典
が
、
　
月
　

６０

１２

１５

日
、
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
市
は
、
ち
ょ

う
ど
　
年
前
の
昭
和
　
年
　
月
　
日
に
、
県
下
　
番

６０

２８

１２

１５

１４

目
の
市
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
先
人

た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、
現
在
で
は
西
三
河

南
部
の
中
核
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
名
誉
市
民
と
し
て
本
田
忠
彦
氏
、
小

田
悦
雄
氏
、
山
本
眞
輔
氏
、
故
・
梶
川
晃
平
氏
の
４

人
が
顕
彰
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
西
尾
市
民
と
し
て
榊
原

悟
氏
、
井
上
香
織
氏
、
岡
田
利
一
氏
の
３
人
が
顕
彰

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
功
労
者
と
し
て
７
人
が

表
彰
さ
れ
た
ほ
か
、
自
治
功
労
表
彰
、
一
般
表
彰
も

行
わ
れ
、
会
場
に
詰
め
掛
け
た
約
１
２
０
０
人
の
市

民
な
ど
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
後
に
は
、
葵
か
を
里
さ
ん
と
南
翔
太
さ
ん

の
２
人
が
、
観
光
親
善
大
使
と
し
て
委
嘱
さ
れ
た
ほ

か
、
山
形
県
米
沢
市
と
の
友
好
都
市
提
携
調
印
式
が

行
わ
れ
、
米
沢
市
と
西
尾
市
の
両
市
長
・
議
長
が
調

印
書
に
署
名
を
し
、
友
好
の
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
式
典
後
に
は
「
私
と
吉
良
様
」
と
題
し
、
N
H
K

大
河
ド
ラ
マ
「
 元
  禄
 

げ
ん
 ろ
く

 繚
 

り
ょ
う

 乱
 」
で
吉
良
上
野
介
義
央
公

ら
ん

役
を
演
じ
た
、
俳
優
の
石
坂
浩
二
氏
の
記
念
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
役
を
演
じ
た
と
き
の
心
構
え
や

義
央
公
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語

り
、
来
場
者
は
そ
の
興
味
深
い
話
に
、
静
か
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
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演
歌
歌
手
の
葵
か
を
里
さ
ん
と
俳
優
の
南
翔
太
さ

ん
の
２
人
が
、
当
市
で
初
め
て
の
観
光
親
善
大
使
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
２
人
の
大
使
に
は
全
国

に
向
け
て
、
当
市
の
魅
力
や
観
光
名
所
な
ど
を
P
R

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
観
光
親
善
大
使
委

◆
観
光
親
善
大
使
委
嘱嘱

▼

葵
か
を
里
さ
ん

▼

南
翔
太
さ
ん

▲式典に先立って披露さ
れた、天下の奇祭「てん
てこ祭」

市
制

周
年
記
念
式
典
を
盛
大
に
開

市
制
　
周
年
記
念
式
典
を
盛
大
に
開
催催

６０６０

１１２２月月 １１５５日日

▲

式
典
後
に
行
わ
れ
た
、

石
坂
浩
二
氏
記
念
講
演
会
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●
自
治
功
労
表
彰
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　
榊
原
康
三
（
矢
曽
根
町
）
　
杉
﨑
愼
一
郎
（
永
吉
町
）

　
大
竹
忍
（
米
津
町
）
　
辻
村
義
之
（
徳
次
町
）

　
西
村
良
雄
（
西
小
梛
町
）

●
一
般
表
彰
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　
【
社
会
教
育
関
係
】
　
加
藤
晴
子
（
平
原
町
）

　
【
社
会
事
業
関
係
】
　
石
川
孝
夫
（
吉
良
町
）　

　
神
谷
君
子
（
斉
藤
町
）
　
稲
垣
勝
利
（
桜
町
）　
稲
垣
利
伸
（
上
町
）

　
羽
佐
田
芳
和
（
熊
味
町
）

【
地
方
民
生
関
係
】

石
川
英
治
（
山
下
町
）

石
川
厚
子
（
中
畑
町
）

【
保
健
衛
生
関
係
】

田
中
正
規
（
和
泉
町
）

仲
井
誠
一
郎
（
桜
町
）

金
原
春
樹
（
巨
海
町
）

岡
田
伸
郎
（
徳
次
町
）

齊
藤
佳
惠
（
一
色
町
）

寺
本
い
ほ
り
（
大
給
町
）

本
田
正
則
（
丁
田
町
）

小
澤
育
史
（
永
吉
町
）

稲
吉
順
子
（
吉
良
町
）

宮
嶋
貴
美
（
西
幡
豆
町
）

【
治
安
維
持
関
係
】

沓
名
曻
（
神
下
町
）

小
島
洋
一
（
吾
妻
町
）

【
運
輸
及
び
交
通
関
係
】

永
谷
昌
治
（
住
崎
町
）

柴
田
重
光
（
新
在
家
町
）

牧
正
之
（
須
脇
町
）

【
寄
付
関
係
】

稲
垣
雅
春
（
羽
塚
町
）

島
村
英
子
（
西
浅
井
町
）

西
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

　
ブ
会
長
　
大
隅
修
平

　
（
寄
住
町
）

西
尾
信
用
金
庫
理
事
長

　
近
藤
実
（
寄
住
町
）

鋤
豊
茗
会
会
長
　
松
下

　
智
（
名
古
屋
市
千
種
区
）

村
田
陽
子
（
豊
橋
市
）

【
そ
の
他
】

服
部
喜
代
子
（
岡
崎
市
）

故
・
辻
村
和
美
（
今
川
町
）

●
名
誉
市
民
顕
彰

　
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　
本
田
忠
彦
（
上
町
）

　
小
田
悦
雄
（
東
幡
豆
町
）　

　
山
本
眞
輔
（
名
古
屋
市
守

　
　
山
区
／
一
色
町
出
身
）

　
故
・
梶
川
晃
平
（
天
神
町
）

●
ふ
る
さ
と
西
尾
市
民
顕
彰

　
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　
榊
原
悟
（
千
葉
県
柏
市
／

　
　
錦
城
町
出
身
）

　
井
上
香
織
（
岡
崎
市
／
下

　
　
羽
角
町
在
勤
）

　
岡
田
利
一
（
名
古
屋
市
中

　
　
川
区
／
細
池
町
出
身
）

●
特
別
功
労
表
彰

　
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　
宮
地
榮
次
（
平
坂
町
）

　
稲
垣
洋
三
（
中
畑
町
）

　
近
藤
昇
（
善
明
町
）

　
磯
村
文
雄
（
羽
塚
町
）

　
岡
田
忠
義
（
戸
ケ
崎
三
丁
目
）

　
名
倉
庸
一
（
市
子
町
）

　
岩
崎
豪
詞
（
桜
町
）

●
顕
彰
・
表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん

◆
友
好
都
市
提
携
調
印

◆
友
好
都
市
提
携
調
印
式式

　
市
政
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
を
顕
彰

・
表
彰
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
式
典
で
顕
彰
・
表
彰
を
受
け
た

皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
山
形
県
米
沢
市
と
の
友
好
都
市
提
携
が
結
ば
れ
ま

し
た
。

　
調
印
式
に
は
、
米
沢
市
か
ら
安
部
三
十
郎
市
長
、

島
軒
純
一
市
議
会
議
長
、
米
沢
・
上
杉
吉
良
温
故
交

流
会
の
種
村
信
次
会
長
、
当
市
か
ら
榊
原
康
正
市
長
、

小
林
敏
秋
市
議
会
議
長
、
吉
良
・
米
沢
親
善
交
流
会

の
颯
田
洪
会
長
が
登
壇
。
両
交
流
会
会
長
が
見
守
る

中
、
両
市
長
と
議
長
が
そ
れ
ぞ
れ
調
印
書
に
署
名
を

し
、
６
人
が
友
好
の
固
い
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
、
当
市
の
友
好
都
市
は
平
成
　
年
に
福
井

１０

県
越
前
町
（
旧
朝
日
町
）
と
岐
阜
県
恵
那
市
（
旧
岩

村
町
）
と
結
ん
で
以
来
　
年
ぶ
り
、
３
都
市
目
と
な

１５

り
ま
し
た
。
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市
長
は
５
月
に
再
選
さ
れ
ま
し
た
が
、

選
挙
で
の
公
約
の
意
義
、
重
み
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
ま
た
、
今
後
の
任
期
４
年
間
を
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
か
。

　
例
え
ば
、
吉
良
地
区
南
部
は
、
農
業

や
漁
業
、
海
を
中
心
と
し
た
観
光
開
発

な
ど
が
強
み
で
、
イ
ベ
ン
ト
で
活
性
化

を
図
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
市
長
は
、

こ
の
地
区
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。
（
吉
良
）

選
挙
公
約
は
向
こ
う
４
年
間
に
お
け

る
市
政
運
営
の
方
針
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
提
示
し
、
約
束
す
る
も
の
と
し
て

大
変
重
み
の
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
　
私
に
課
せ
ら
れ
た
の
は
、
新
西
尾
市

の
将
来
像
と
新
た
な
可
能
性
を
は
っ
き

り
と
示
し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
の
 礎
 づ

い
し
ず
え

く
り
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
で
す
の
で
、

今
は
公
約
実
現
に
向
け
て
地
道
に
愚
直

に
徹
底
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

何
よ
り
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
吉
良
地
区
南
部
に
つ
い
て
は
、
市
内

屈
指
の
観
光
地
と
し
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
い
、
市
外
か
ら
の
誘
客
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

名
鉄
西
尾
・
蒲
郡
線
の
存
続
を
は
じ
め
、

海
岸
部
で
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
対
応

す
る
た
め
、
海
岸
・
河
川
堤
防
の
耐
震

工
事
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
給
食
費
無
料
化
に
つ
い
て
、
多
く
の

保
護
者
が
喜
ん
で
い
る
一
方
で
、
デ
メ

リ
ッ
ト
を
心
配
さ
れ
る
声
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
味
、
食
材
の
品
質
の
低
下
な

ど
が
な
く
、
今
ま
で
と
同
じ
内
容
の
給

食
を
食
べ
さ
せ
て
も
ら
え
る
の
か
。
も

う
一
つ
は
、
衛
生
面
の
不
安
な
ど
の
声

が
あ
り
ま
し
た
。

　
現
在
で
も
、
低
料
金
で
栄
養
の
あ
る

お
い
し
い
給
食
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
デ
メ
リ
ッ
ト
が
出
る
な
ら
今
の
ま
ま

で
よ
い
」
「
無
料
化
す
る
よ
り
も
他
の

教
育
費
用
を
優
遇
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
意
見
も
あ
り
ま
す
。
（
鶴
城
）

私
は
、
２
期
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

６
本
の
柱
の
一
つ
に
「
地
域
を
支
え

る
文
化
と
人
を
育
む
環
境
づ
く
り
」
を

掲
げ
、
現
在
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
負
担

し
て
い
る
保
育
園
・
幼
稚
園
の
給
食
費

の
無
料
化
を
お
約
束
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
少
し
で
も
子
育
て
し
や
す
い
環
境

を
整
え
る
た
め
に
、
新
た
な
子
育
て
支

援
策
と
し
て
進
め
る
も
の
で
す
。

　
現
在
の
給
食
の
内
容
が
、
な
ん
ら
変

わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ど

う
か
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。

●答 
方方方方方方方方方方方
針針針針針針針針針針針

市長と語る市政懇談市長と語る市政懇談会会
　昨年８月５日から１０月２９日にかけて、市内１０中学校区１１会場で「市長と語る市政懇談会」を開催し

ました。この懇談会は、市民の皆さんから市政に対する意見や要望を直接お聞きし、市が答え、市政

への理解を深めていただくために行ったものです。

　今回は、町内会長をはじめ各地区の皆さん延べ 約 ５ ４ ０ 人が出席した懇談会の内容を抜粋して紹介し

ます。

問合先　秘書課広聴担当（緯６５・２１６0）

子子子子子子子子子子
育育育育育育育育育育
子
育
ててててててててててて

●答 

市
長
の
公
約
に
つ
い
て

保
育
園
・
幼
稚
園
の
給
食
費
無
料
化

に
つ
い
て

▲皆さんの意見や要望などにお答えする榊原市長 ▲意見や要望などについて発言する出席者の皆さん（抜粋）
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名
鉄
電
車
は
、
幡
豆
地
区
の
主
要
な

公
共
交
通
機
関
で
、
学
生
や
高
齢
者
な

ど
交
通
弱
者
の
日
常
の
移
動
手
段
と
し

て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
保

全
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
い
う
観
点

か
ら
も
名
鉄
西
尾
・
蒲
郡
線
は
必
要
不

可
欠
な
路
線
で
す
。

　
そ
う
い
う
中
で
財
政
支
援
を
　
年
度

２７

ま
で
の
３
年
間
延
長
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
は
非
常
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
乗
客
数
の
推
移
を
見
ま
す
と

な
か
な
か
増
え
ま
せ
ん
の
で
今
後
の
対

策
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
（
幡
豆
）

市
で
は
、
名
鉄
西
尾
・
蒲
郡
線
の
存

続
は
、
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
捉
え

て
い
ま
す
。
路
線
の
存
続
に
向
け
て
は
、

愛
知
県
や
蒲
郡
市
、
に
し
が
ま
線
応
援

団
を
は
じ
め
、
西
尾
市
全
域
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
に
し
が
ま
線

応
援
団
に
は
、

「
片
道
電
車
の

ち
ょ
こ
っ
と
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
」

や
「
友
引
市
」

な
ど
、
日
々
利

用
促
進
に
向
け

た
活
動
に
ご
尽

力
を
い
た
だ
き
、

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
や
は

り
、
こ
の
路
線
に
乗
っ
て
い
た
だ
く
し

か
対
策
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
乗
っ
て
残
す
」
こ
と
が
最
良
の
方
法

で
す
。
友
引
市
な
ど
は
、
た
く
さ
ん
の

お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
企
画
を
皆
さ
ん
で
ぜ
ひ
立
て

て
、
こ
の
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

　
矢
田
小
学
校
区
内
の
道
路
で
す
が
、

東
西
方
向
は
主
な
道
路
が
５
本
ほ
ど
あ

り
、
渋
滞
し
ま
せ
ん
が
、
南
北
の
道
路

は
米
津
に
至
る
道
１
本
し
か
な
く
、
特

に
国
森
町
と
上
矢
田
町
地
内
の
交
通
渋

滞
は
年
々
激
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
以
前
か
ら
話
題
に
な
っ
て
い
る
都
市

計
画
道
路
の
田
貫
徳
永
線
の
開
通
が
、

そ
の
解
消
策
の
一
つ
の
よ
う
に
考
え
ま

す
が
、
現
在
の
 進
 

し
ん

 捗
 状
況
を
聞
か
せ
て

ち
ょ
く

く
だ
さ
い
。
（
平
坂
）

　
交
通
渋
滞
で
は
、
大
変
な
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
て
い
ま
す
。
都
市
計
画
道

路
田
貫
徳
永
線
の
市
道
平
坂
上
矢
田
線

（
平
坂
中
学
校
南
側
道
路
）
と
県
道
岡

崎
碧
南
線
（
西
尾
勤
労
会
館
北
側
道
路
）

の
間
は
、
羽
塚
西
土
地
区
画
整
理
事
業

の
進
捗
に
合
わ
せ
、
　
年
度
末
の
完
成

29

を
目
標
に
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
県
道
岡
崎
碧
南
線
と

の
交
差
点
に
信
号
が
設
置
さ
れ
、
県
道

西
尾
幸
田
線
ま
で
の
間
が
　
年
度
末
に

29

全
線
供
用
開
始
の
予
定
で
、
交
通
渋
滞

の
解
消
に
寄
与
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　
室
町
交
差
点
か
ら
東
進
し
て
、
室
場

な
か
よ
し
園
に
行
く
道
路
は
、
室
場
小

学
校
の
通
学
路
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
今
は
国
道
　
号
へ
の
抜
け
道
と
な
っ

２３

た
り
、
福
祉
施
設
の
送
迎
車
両
が
増
え

た
り
、
室
場
な
か
よ
し
園
が
開
園
し
た

り
し
て
交
通
量
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
歩
道
を
設

置
し
て
人
と
車
を
分
離
す
る
対
策
を
お

願
い
し
ま
す
。
（
東
部
）

　
室
場
な
か
よ
し
園
開
園
の
際
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
周
辺
の
交
通
安
全
対
策
と
し
て
、
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設
置
と
市
営
 父
  々
  橋
 

て
 

て
 

ば
し

住
宅
の
用
地
を
使
っ
て
歩
道
を
拡
幅
し

ま
し
た
が
、
十
分
な
安
全
対
策
で
あ
る

と
は
認
識
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
室
町
交
差
点
か
ら
父
々
橋

住
宅
の
区
間
に

お
い
て
、
今
年

度
よ
り
用
地
測

量
と
実
施
設
計

を
行
い
、
来
年

度
に
用
地
取
得
、

物
件
移
転
補
償

を
行
っ
て
、
　２７

年
度
に
は
歩
道

を
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
付
近
住
民
と
地
権
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
防
犯
情
報
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
い
ま
す
が
、
最
近
は
交
通
事

故
だ
け
で
な
く
、
不
審
者
情
報
も
と
て

も
多
く
入
り
ま
す
。

　
学
校
や
保
護
者
、
地
域
住
民
で
あ
る

私
た
ち
が
密
接
に
連
携
し
て
、
日
常
生

活
を
見
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
行

政
も
地
域
全
般
の
安
全
・
安
心
の
た
め

に
、
よ
り
一
層
の
防
犯
強
化
を
お
願
い

し
ま
す
。
（
一
色
／
関
連
意
見
…
西
尾
）

一
色
地
区
の
全
小
学
校
区
で
は
、
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
老
人
会
が
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
と
し
て
、
要
所
で
の
立

ち
番
や
通
学
班
へ
の
付
き
添
い
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
通
学
路
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
な
学

校
の
点
検
活
動
の
ほ
か
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
町

内
会
か
ら
の
情
報
や
キ
ッ
ズ
パ
ト
ロ
ー

ル
の
巡
回
な
ど
に
よ
り
、
日
常
的
な
安

全
確
認
に
努
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
安
全
対
策
に
万
全
を
期
す

た
め
に
、
地
域
ぐ
る
み
の
監
視
も
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
地
域
を

あ
げ
て
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

交交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通通

矢
田
小
学
校
区
内
の
交
通
渋
滞
の
解

消
策
に
つ
い
て

防防防防防防防防防防防
犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯

●答 

●答 

●答 

●答 

通
学
路
に
歩
道
の
設
置
を

名鉄西幡豆駅周辺で春と秋に開催され名鉄西幡豆駅周辺で春と秋に開催されるる友引市友引市

歩道設置が進められる室町交差点東歩道設置が進められる室町交差点東のの道路道路

子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に

名
鉄
西
尾
・
蒲
郡
線
の
存
続
対
策
は
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吉
良
町
富
好
地
域
は
「
西
尾
市
標
高

マ
ッ
プ
」
を
見
ま
す
と
、
全
地
域
で
標

高
が
２
ｍ
を
超
え
る
所
が
あ
り
ま
せ
ん
。

津
波
が
来
た
場
合
、
ど
こ
へ
避
難
し
た

ら
よ
い
か
、
ま
た
一
時
避
難
し
た
場
所

が
安
全
か
ど
う
か
非
常
に
心
配
で
す
。

　
候
補
地
と
し
て
は
、
 正
 

し
ょ
う

 法
  寺
  山
 、
吉

ぼ
う
 
じ
 
さ
ん

良
ゴ
ル
フ
場
、
八
幡
神
社
、
小
山
田
神

社
が
良
い
と
思
い
ま
す
が
、
ど
こ
が
良

い
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。
（
吉
良
）

内
閣
府
が
示
し
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
の
津
波
被
害
の
想
定
で
は
、

西
尾
市
沿
岸
部
へ
の
津
波
到
達
ま
で
に

約
　
分
程
度
の
猶
予
が
あ
る
と
さ
れ
て

５０
い
ま
す
が
、
市
と
し
て
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
一
刻
も
早
い
避
難
を
お
願
い
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
避
難
場
所
は
、
お
っ
し
ゃ
っ
た
候
補

地
が
最
適
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
れ

ら
以
外
で
は
、
高
い
所
で
、
で
き
れ
ば

雨
露
が
し
の
げ
る
場
所
を
選
定
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
富
好
地
域
は
人
口
が
多
い
た

め
、
全
員
が
同
じ
場
所
に
避
難
す
る
よ

り
も
分
散
避
難
の
方
が
良
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
実
際
に
、
荻
原
小

学
校
区
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
最
寄

り
の
場
所
へ
分
散
し
て
避
難
す
る
方
法

を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
愛
知
こ
ど
も
の
国
は
、
来
年
度
か
ら

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
西
尾
が
運

営
し
ま
す
が
、
市
は
、
ど
の
よ
う
な
関

係
を
持
っ
て
い
く
の
で
す
か
。

　
昨
年
度
は
植
樹
祭
、
駅
伝
大
会
な
ど

の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
愛
知
こ

ど
も
の
国
の
利
用
者
が
増
え
れ
ば
、
市

が
補
助
金
を
出
し
て
い
る
名
鉄
電
車
の

利
用
者
も
増
え
ま
す
。
沿
線
の
住
民
と

し
て
、
存
続
が
市
民
の
大
き
な
税
負
担

と
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

（
幡
豆
）

愛
知
こ
ど
も
の
国
は
、
県
の
行
政
改

革
の
中
で
廃
止
も
含
め
た
施
設
の
見

直
し
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
地
元
の
皆

さ
ん
が
１
万
２
千
人
を
超
え
る
廃
止
反

対
の
署
名
を
集
め
、
私
に
届
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
私
は
直
接
、
大
村
知
事

に
手
渡
し
、
存
続
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
　
年
２
月
に
発
表
さ
れ
た
見
直
し
案

２５
で
は
「
地
元
の
積
極
的
な
関
与
の
も
と
、

維
持
費
の
軽
減

を
図
り
、
当
面

は
県
立
の
児
童

遊
園
と
し
て
全

体
を
維
持
し
て

い
く
」
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

西
尾
は
、
効
率
的
な
運
営
管
理
に
よ
り

経
費
削
減
を
図
り
、
施
設
の
維
持
存
続

と
活
性
化
に
努
め
て
い
く
お
考
え
で
す
。

　
市
と
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
使

い
、
貴
重
な
地
域
資
源
で
あ
る
愛
知
こ

ど
も
の
国
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
積
極
的
に
市
主
催
行
事
な

ど
の
会
場
と
し
て
活
用
す
る
ほ
か
、
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
西
尾
、
県
、
地
元
商
工
団

体
と
連
携
し
、
名
鉄
西
尾
・
蒲
郡
線
と

併
せ
た
利
用
促
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
西
尾
市
は
、
子
ど
も
た
ち
が
外
で
遊

べ
る
場
所
が
あ
ま
り
な
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。
幼
少
期
の
外
遊
び
や
自
然
と
の

ふ
れ
あ
い
、
体
を
動
か
す
こ
と
は
、
体

力
、
知
力
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
近
年
、
室
内
遊
び
が
増
え
て
い
る
子

ど
も
た
ち
に
、
安
心
し
て
外
で
遊
べ
る

公
園
な
ど
を
増
や
し
て
く
だ
さ
い
。
外

に
出
る
こ
と
で
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
に

も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
（
西
尾
／

関
連
意
見
…
鶴
城
、
平
坂
、
寺
津
）

ご
意
見
の
よ
う
な
自
宅
の
近
く
で
安

心
し
て
遊
べ
る
公
園
を
増
や
す
た
め

に
は
、
用
地
の
確
保
な
ど
が
必
要
で
す
。

　
例
え
ば
、
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方

か
ら
用
地
を
お
借
り
し
、
整
備
を
行
う

借
地
公
園
な
ど
も
で
き
な
い
か
、
現
在

研
究
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
し
ば
ら

く
時
間
を
く
だ
さ
い
。

　
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化
を
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
芝
を
植
え
れ
ば

雑
草
が
た
く
さ
ん
生
え
ま
す
し
、
い
ろ

い
ろ
手
間
も
か
か
り
ま
す
。
そ
れ
で
、

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
が
苦
労
し
て
い
る

と
い
う
う
わ
さ
を
聞
き
ま
し
た
が
、
市

長
は
聞
い
て
い
ま
す
か
。
（
福
地
）

私
は
保
護
者
の
方
な
ど
に
負
担
が
か

か
る
と
い
う
話
は
聞
い
て
い
ま
せ
ん
。

芝
生
化
に
つ
い
て
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。

芝
生
の
整
備
は
市
が
行
い
ま
す
が
、
維

持
管
理
は
地
元
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
、

手
を
挙
げ
ら
れ
た
所
へ
整
備
を
し
ま
す
。

従
っ
て
、
市
か
ら
や
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
手
間
暇
を

か
け
な
い
と
本
物
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
私
は
市
政
運
営
で
「
協
働
」
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
や
団
体
の
皆

さ
ん
が
本
当
に
努
力
を
さ
れ
た
所
は
良

く
な
り
ま
す
。

先
日
、
芝
を
植

え
た
矢
田
小
学

校
へ
行
き
ま
し

た
が
、
児
童
に

感
謝
さ
れ
ま
し

た
。
「
雑
草
が

生
え
る
」
と
か

「
保
護
者
に
負

担
が
か
か
る
」

と
言
う
所
に
は
、

決
し
て
お
勧
め

し
ま
せ
ん
。

●答 

さらなる活性化を目指す愛知こどもさらなる活性化を目指す愛知こどものの国国

防防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災災

施施施施施施施施施施施
設設設設設設設設設設設

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化
に
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
が
外
で
遊
べ
る
場
所

（
公
園
な
ど
）
を
増
や
し
て
ほ
し
い

●答 

●答 

●答 

対面式で行われた市政懇談会の様対面式で行われた市政懇談会の様子子

津
波
発
生
時
の
避
難
場
所
は
ど
こ
が

良
い
か

愛
知
こ
ど
も
の
国
に
つ
い
て
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寺
津
保
育
園
の
周
辺
で
土
地
区
画
整

理
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
園
も

事
業
地
内
に
あ
り
、
早
期
の
建
設
を
要

望
し
て
い
る
都
市
計
画
道
路
も
園
を
か

す
め
る
位
置
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
巨
海
保
育
園
の
老
朽
化
も
考
え
る
と
、

公
共
施
設
の
再
配
置
計
画
の
中
で
、
２

園
の
統
廃
合
も
視
野
に
入
れ
て
、
寺
津

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
周
辺
に
配
置
し
て

い
た
だ
き
、
併
せ
て
周
辺
の
環
境
整
備

を
切
望
し
ま
す
。
（
寺
津
）

寺
津
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
整

備
に
つ
い
て
、
現
在
計
画
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
保
育
園
な
ど
を
は
じ
め
と
す

る
公
共
施
設
を
統
廃
合
し
て
い
く
こ
と

は
、
次
世
代
へ
の
財
政
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
現
在
、
公
共
施
設
の
数
を
段

階
的
に
圧
縮
し
、
効
率
的
で
効
果
的
な

施
設
配
置
を
実
現
す
る
た
め
、
「
公
共

施
設
再
配
置
」
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　
十
数
年
前
か
ら
島
の
過
疎
化
が
激
し

い
た
め
、
行
政
に
相
談
し
て
現
代
ア
ー

ト
を
取
り
入
れ
、
活
性
化
し
て
き
た
結

果
、
数
年
前
か
ら
交
流
人
口
が
急
に
増

え
て
き
ま
し
た
。
ア
ー
ト
作
品
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
に
も
お
金
が
か
か
り
ま
す
。

５
年
く
ら
い
の
中
長
期
ス
パ
ン
で
予
算

面
の
支
援
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
佐
久
島
）

ア
ー
ト
を
基
軸
と
し
た
島
お
こ
し
を
、

島
の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
、
島
の

認
知
度
が
上
が
り
、
交
流
人
口
が
増
え

て
い
る
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
い
で
す
。

　
佐
久
島
は
市
の
重
要
な
観
光
資
源
で

す
。
予
算
面
の
支
援
は
、
市
の
財
政
状

況
や
他
の
事
業
と
の
兼
ね
合
い
を
見
て
、

予
算
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
地
域

の
活
性
化
は
予

算
も
必
要
で
す

が
、
マ
ン
パ
ワ

ー
、
人
の
力
が

最
も
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
今

後
と
も
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　　
福
地
地
区
は
市
の
南
の
孤
島
で
し
た
。

３
町
と
合
併
し
て
、
市
の
中
心
地
域
に

な
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
陸
の
孤
島
で
、

ど
こ
へ
買
い
物
に
行
く
に
も
車
が
必
要

で
す
。
車
に
乗
れ
な
い
人
は
大
変
不
便

で
す
。

　
市
は
「
農
業
副
都
心
構
想
」
を
掲
げ
、

農
業
、
水
産
業
な
ど
の
６
次
産
業
化
を

進
め
る
そ
う
で
す
が
、
ぜ
ひ
実
現
し
て

く
だ
さ
い
。
（
福
地
）

私
は
、
２
期
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で

掲
げ
た
と
お
り
、
福
地
地
区
に
農
業

副
都
心
と
な
る
中
核
施
設
を
建
設
し
、

農
業
、
漁
業
の
６
次
産
業
化
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
７
月
に

は
市
役
所
に
「
６
次
産
業
創
造
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
詳
細
は
「
農
業
副
都
心
構
想
検
討
委

員
会
」
で
開
発
す
る
エ
リ
ア
や
整
備
す

る
施
設
な
ど
を
検
討
し
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
産
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　　
市
民
病
院
は
、
市
民
に
と
っ
て
身
近

で
頼
り
に
な
る
病
院
で
す
が
、
最
近
の

医
師
不
足
の
影
響
が
出
て
い
る
よ
う
に

聞
い
て
い
ま
す
。
少
子
化
の
時
代
に
分

娩
が
休
止
し
て
い
る
こ
と
は
非
常
に
残

念
で
す
し
、
他
の
診
療
科
目
も
含
め
て

今
後
ど
う
な
る
か
心
配
し
て
い
ま
す
。

　
診
療
科
目
の
充
実
と
経
営
改
善
の
取

り
組
み
の
現
状
、
将
来
に
向
け
た
考
え

を
お
聞
き
し
ま
す
。
（
鶴
城
／
関
連
意

見
…
吉
良
、
東
部
）

ご
意
見
の
と
お
り
、
産
婦
人
科
の
分

娩
と
小
児
科
の
夜
間
救
急
診
療
を
医

師
不
足
に
よ
り
休
止
し
、
皆
さ
ん
に
は

大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
４
月
に
就
任
し
ま
し
た
新
院
長
は
、

病
院
再
生
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
医

師
の
確
保
に
力
を
入
れ
、
大
学
医
学
部

な
ど
　
か
所
を
訪
問
し
て
医
師
の
派
遣

４０

を
要
請
し
、
診
療
を
断
ら
な
い
救
急
医

療
体
制
の
構
築
を
第
一
の
構
想
に
掲
げ

て
い
ま
す
。

　
病
院
の
経
営
改
善
は
経
費
の
節
減
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
患
者
さ
ん
を
的
確

に
治
療
で
き
る
医
師
を
配
属
す
る
こ
と

を
最
優
先
に
考
え
、
私
も
数
回
、
大
学

や
県
知
事
へ
医
師
の
派
遣
を
要
望
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
医
師
確
保
の
た
め

に
医
学
生
へ
の
奨
学
金
制
度
を
設
け
、

市
民
病
院
が
こ
の
地
域
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
病
院
と
し
て
、
ま
た
、
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
診
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●答 

●答 

●答 

７ 平成２６年２月１日号広報

寺
津
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
整
備
を

地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域
振振振振振振振振振振

地
域
振
興興興興興興興興興興興

佐
久
島
の
活
性
化
と
現
代
ア
ー
ト
事

業
に
関
わ
る
予
算
の
継
続
を

農
業
副
都
心
構
想
の
実
現
を

医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療

●答 

市の重要な観光資源である市の重要な観光資源である佐佐久島久島

市
民
病
院
改
善
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

「市長と語る市政懇談会」の会議「市長と語る市政懇談会」の会議録録

を市ホームページに掲載を市ホームページに掲載ししていていますます

　市政懇談会では、市民の皆さんからさま

ざまな意見や要望をいただきました。詳し

い内容は、市ホームページに掲載している

『平成２５年度「市長と語る市政懇談会」会

議録』でご覧いただけます。

　また、市役所の行政情報コーナー（１階）

でも会議録が閲覧できます。



４４月月１１日日かからら

パパススポポーートトがが市市役役所所でで取取得得ででききまますす

広広報報平平成成２２６６年年２２月月１１日日号号 ８８

４４月月１１日か日からら

パスポートが市役所で取得できまパスポートが市役所で取得できますす
　パスポートの申請・受け取りの業務が、４月１日から市役所市民課に変わりますので、ご利用ください。こ

れに伴い、県の旅券窓口は原則利用できなくなります。

問合先　市民課窓口担当（緯６５・２１９５）

注意事注意事項項

①パスポート用写真は市役所では撮影できません。事前に、規格にあった写真を準備してください　①パスポート用写真は市役所では撮影できません。事前に、規格にあった写真を準備してください。。

　②②４４月は大変な混雑が予想されます。出発予定がある方などは、余裕をもって申請してください月は大変な混雑が予想されます。出発予定がある方などは、余裕をもって申請してください。。

③土曜開庁日　③土曜開庁日やや一色・吉良・幡豆の各支所では申請・受け取りができません一色・吉良・幡豆の各支所では申請・受け取りができません。。

代理申請ができる主な業務

　①新規・切替申請

　②査証（ビザ）欄の増補申請

　※氏名について非ヘボン式表記や別名併記を希望する方などは、代理申請ができない場合があります。

本人確認書類　申請者本人の確認書類のほか、代理人の本人確認書類が必要です。

その他

　①申請者本人の署名や記入が必要な事項は代筆できません。

　②一度に６件以上の代理申請をする場合は、事前に連絡してください。

パスポートの申請は代理人でもできますパスポートの申請は代理人でもできまパスポートの申請は代理人でもできますす

受取日時　申請した日から市役所閉庁

日を除いた８開庁日目以降の月～金

曜日の午前９時～午後５時

　※祝日、年末年始を除く。

手数料　右表のとおり。受取時に収入

印紙と県収入証紙で納めてください。

※市民課では、収入印紙と県収入証

紙のセット販売のみ取り扱います。

合   計県収入証紙収入印紙種　　　　類

１６，０００円２，０００円１４，０００円１０年用

新規・切替申請 １１，０００円２，０００円９，０００円５年用（１２歳以上の方）

６，０００円２，０００円４，０００円５年用（１２歳未満の方）

※代理人は受け取りできませんので、必ず本人がお越しください。パスポートの受け取り方法パスポートの受け取り方パスポートの受け取り方法法

対象　日本国籍を有し、西尾市に住民登録のある方

　※２０歳未満の方は５年用パスポートのみ。

受付開始日　４月１日昇

受付日時　月～金曜日の午前９時～午後５時

　※祝日、年末年始を除く。

受付場所　市民課の旅券窓口（右図参照）

新規・切替申請に必要なもの

　①一般旅券発給申請書

　②戸籍謄本または抄本（発行日から６か月以内のもの）

　※切替申請で氏名・本籍地の都道府県名に変更がない

　　方は不要。

　③パスポート用写真（６か月以内に撮影したもの）

　④前回取得したパスポート（ある方のみ）

　⑤本人確認書類（運転免許証、顔写真付きの住民基本

　　台帳カードなど）

申請書配布場所　市民課、各支所生活課、各ふれあいセ

　ンター・公民館、西尾勤労会館

パスポートの申請パスポートの申パスポートの申請請

市役市役所所１１階階

▼パスポート申請場▼パスポート申請場所所

※課の配置など※課の配置などはは４４月時点の予定のものです月時点の予定のものです。。



９９ 平平成成２２６６年年２２月月１１日日号号広広報報

　２６年度分以降に適用される個人市・県民税の主な

改正点は次のとおりです。

●市・県民税均等割額の改正

　東日本大震災からの復興や防災の施策に要する費

用の財源を確保するための臨時措置として、市・県

民税の均等割額が年額１，０００円（県民税５００円、市民

税５００円）加算されます。期間は、２６年度から３５年度

までの１０年間です。

●給与所得控除の改正

　その年中の給与等の収入金額が １，５ ０ ０ 万円を超え

る場合、給与所得控除額が ２ ４ ５ 万円の定額となりま

す。

●寄附金税額控除の特例控除額の見直し

　復興特別所得税の創設に伴い、２６年度から５０年度

までの寄附金税額控除の特例控除額の算出に用いる

所得税の限界税率について、復興特別所得税率（２．１

％）を乗じた率を加算することとされました。

●年金所得者の（寡婦・寡夫控除に係る）申告手続き

の簡素化

　公的年金を受給している方が日本年金機構等に提

出する「扶養親族申告書」に寡婦（寡夫）の記載欄が追

加されたことにより、寡婦（寡夫）控除の申告をしな

くても、適用の有無が確認できるようになりました。

ただし、扶養親族申告書に寡婦（寡夫）の記載を忘れ

た場合や、扶養親族申告書自体を提出しなかった場

合は控除が適用されません。その場合、控除を適用

するためには、従来通り確定申告または市・県民税

申告を行う必要があります。

問合先　 ▼市民税…税務課市民税担当（緯６５・２１２４）

　 ▼県民税…西三河県税事務所（緯０５６４・２７・２７１３）

個人市・県民税の税制改正につい個人市・県民税の税制改正についてて

改正後（２６年度から）現行（２５年度まで）均 等 割 額

３，５００円３，０００円市　民　税

２，０００円１，５００円県　民　税

５，５００円４，５００円合　　　計

※県民税には、あいち森と緑づくり税（３０年度までの５

年間延長）が含まれています。

特例控除額＝
（地方公共団体への寄附金－２，０００円）
×（９０％－所得税の限界税率×１．０２１）

公共施設再配置実施計公共施設再配置実施計画画（案）に（案）に対する意見を募集対する意見を募集

　市では、２６年度から３０年度までの５年間に着手す

る具体的な再配置プランなどをまとめた「西尾市公

共施設再配置実施計画（案）」に対する意見を募集し

ます。

閲覧内容

　西尾市公共施設再配置実施計画（案）

　【第１部】ガイダンス編…計画概要、再配置の目標

値、再配置の手法

　【第２部】再配置戦略編…２６年度から着手する８つ

の再配置プロジェクト　①吉良地区の多目的新

生涯学習施設整備等事業　②一色地区の新公共

空間創造等事業　③学校教育関係施設の長寿命

化等事業　④資料館機能（重複施設）の再配置　

⑤弓道場機能（重複施設）の再配置　⑥地区集会

施設機能の再配置　⑦未利用・低利用施設の再

配置　⑧再配置戦略の継続的な推進のためのフ

ァシリティマネジメント施策

　※【第３部】資料編は記録文書のため省略します。

閲覧・意見提出期間　２月１５日松～３月１６日掌

閲覧場所　市役所行政情報コーナー（１階）、各支所、

各ふれあいセンター（幡豆ふれあいセンターを除

く）、西尾勤労会館、一色町公民館、吉良町公民館、

幡豆公民館、総合体育館、一色Ｂ＆Ｇ海洋センタ

ー、一色老人福祉センター、佐久島開発総合セン

ター、コミュニティ公園管理棟、吉良野外趣味活

動施設、吉良歴史民俗資料館

　※市ホームページでも閲覧できます。

意見の提出方法　住所・氏名・電話番号を記入の上、

直接または郵送、ファクス、Ｅメールで企画政策

課公共施設経営室（〒４４５―８５０１住所不要／胃５６・

２１５５／死saihaichi@city.nishio.lg.jp）へ。

その他　①電話による受け付けは行いません　②企

画政策課公共施設経営室以外には意見を提出でき

ません。

問合先　企画政策課公共施設経営室（緯６５・２１５６）



広広報報平平成成２２６６年年２２月月１１日日号号 １１００

問　　　合　　　先期　　  間場　   所

西三河漁業協同組合一色・味沢支所（緯７２・８２８１）３月３０日掌～６月１５日掌①一色海岸

西三河漁業協同組合佐久島支所（緯７９・１２３１）３月下旬　～５月中旬②佐久島大浦海岸

衣崎漁業協同組合（緯７２・８５７０）３月１日松～６月１６日捷③衣崎海岸

吉田漁業協同組合（緯３２・０１４６）３月１６日掌～６月１６日捷④吉田海岸

西三河漁業協同組合吉良支所（緯３２・０２２４）３月２９日松～５月１８日掌⑤梶島

西三河漁業協同組合吉良支所（緯３２・０２２４）３月２９日松～５月１８日掌⑥宮崎東海岸

幡豆漁業協同組合（緯６２・２１７６）３月１６日掌～６月１６日捷⑦西幡豆・鳥羽海岸

東幡豆漁業協同組合（緯６２・２０６８）３月１日松～８月１２日昇⑧東はず海岸

　三河湾に面する一色・吉良・幡豆地区には８か所

の潮干狩りスポットがあり、３月から順次解禁され

ます。潮の香りと暖かい日差しを受けながら、家族

や友人と一緒に潮干狩りを楽しんでみませんか。

場所・期間など　下表のとおり

その他　潮干狩りができる日時は、潮の干満などで

変わります。詳しくは各漁協にお問い合わせくだ

さい。

問合先　市観光協会（緯６５・２１６９／商工観光課内）

潮干狩りが解禁されま潮干狩りが解禁されますす

歴史公園二之丸広場の利用受け付けを開歴史公園二之丸広場の利用受け付けを開始始

　歴史公園では、かつての西尾城天守台の復元工事

を行い、二之丸跡一帯の整備を進めています。施設

内には、新たに二之丸広場を新設し、イベント広場

として活用できるように整備します。この二之丸広

場の８月からの利用受け付けを開始します。

受付開始日　２月１日松

　※旧近衛邸の休館日を除く。

受付時間　午前９時～午後５時

受付場所　旧近衛邸（歴史公園内）

その他　利用月の６か月前から受け付けます。

問合先　文化振興課庶務担当（緯５６・６６６０／岩瀬文

庫内） ▲歴史公園二之丸広場（イメージ）
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●企画展「こんな本があった！　～岩瀬文庫平成 悉 
しっ

 皆 調査中間報告展１１～」
かい

　岩瀬文庫蔵書悉皆調査（全資料調査）の過程で次々

と出会えた珍しい本たちを、①尾張の古書　②目録

は楽し　③続出する珍奇本　の３つのテーマに分け

て紹介します。ぜひ、ご覧ください。

期間　３月３０日掌まで　午前９時～午後５時

　※月曜日を除く。

場所　岩瀬文庫企画展示室（２階）

出品資料　『 諸  国  羽  子  板  図 』『
しょ こく は ご いた ず

 足  利  尊  氏  願 
あし かが たか うじ がん

 経 』『〈
きょう

 滑  稽 
こっ けい

 小 
しょう

 説 〉
せつ

 秘密機関 』ほか全３１点
ひみつのから くり

入場料　無料

展示図録　１冊 ５ ０ ０ 円

●展示解説

日時　２月２２日松　午後１時３０分

場所　岩瀬文庫企画展示室（２階）

●特別講座「今年度の調査からわかったこと Vol.１１」

日時　３月１５日松　午後１時３０分

場所　岩瀬文庫地階研修ホール

定員　７０人程度

講師　名古屋大学教授　塩村耕氏

その他　事前申し込みは不要。定員を超えた場合は、

別室のモニターで視聴となる場合があります。

問合先　岩瀬文庫（緯５６・２４５９）

岩瀬文庫企画岩瀬文庫企画展展「こんな本があった！「こんな本があった！」」

●鳥羽の火祭り

　 １ ，２ ０ ０ 年前から伝わる国指定重要

無形民俗文化財の神事です。厄男を

中心に「ネコ」と呼ばれる奉仕者が燃

えさかる「すずみ」の中に飛び込み、

神木と十二縄を競って取り出し神前

に供えます。その結果によって、今

年の天候や作物の出来具合を占います。

日時　２月９日掌　午後３時～８時３０分

　※雨天時は、２月１０日捷に延期。

場所　鳥羽神明社（鳥羽町）

内容など　 ▼午後３時…みそぎ出発

▼午後７時３０分…火祭り開始　

●とば市（物産展）

日時　２月９日掌　午前１１時～午後４時

　※雨天時は、２月１０日捷に延期。

場所　名鉄三河鳥羽駅前

内容　物産展、あさりのみそ汁無料配布（正午と午

後３時３０分から各先着 ２ ０ ０ 杯）など

問合先　市観光協会（緯６５・２１７０／商工観光課内）

鳥羽の火祭り＆とば鳥羽の火祭り＆とば市市（物産展）（物産展）

　東海大学海洋学部は、総合地球環境学研究所エリアケイ

パビリティプロジェクトと協力し、三河湾の西尾市沿岸を

対象に、海洋生物や環境教育などに関する研究を行ってい

ます。このセミナーでは、これらの研究成果を紹介しなが

ら、三河湾の自然と人々の関係について考えます。

日時　２月２２日松　午後１時～４時３０分

　※午後０時４５分開場。

場所　幡豆いきいきセンター

内容など　右表のとおり

その他　事前申し込みは不要。　

問合先　企画政策課企画担当（緯６５・２１５４）

三河湾市民セミナ三河湾市民セミナーー「幡豆の海と人々「幡豆の海と人々」」

内　　　　容時　  間

開会・趣旨説明午後１時

第１部「環境と生物」
①はじめに
②波・流れと漂砂
③干潟の食物網
④貝類の遺伝多様性

午後１時１５分

ポスターセッション・休憩午後２時３５分

第２部「海と人々」
①これからの漁業・漁協
②海洋環境教育と漁協・教育委員会
③大学教育と地域連携

午後３時５分

閉会午後４時３０分
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★夜間に中学生以下のお子さんが来場する場合は、保護者同伴でお越しください。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれああああああああああああああああああああいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ◆室場ふれあいセンターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２５２・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９４６９９）））））））））））））））））））））
２月１６日掌　午前９時～午後３時２月１５日松　午前９時～午後９時

④作品展示（利用団体、室場保育園園児）
⑤サークル活動発表会…午前１０時～１１時３５分
⑥お茶会（抹茶）…午前１０時～正午
⑦ジョイフル・ジャックスミニコンサート…午前１１時４０分～正午

①作品展示（利用団体、室場保育園園児）
②サークル活動発表会…午前１０時～正午
③お茶会（抹茶）…午前１０時～午後３時

※③⑥の茶券（各 １ ０ ０ 円／先着 ２ ０ ０ 人）は２月１日松から同センターで販売。ただし、月曜日を除く。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆米米米米米米米米米米米米米米米米米米米米津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれああああああああああああああああああああいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ米津ふれあいセンターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４５４・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３４５９３）））））））））））））））））））））
２月１６日掌　午前９時～午後４時２月１５日松　午前９時～午後９時

⑤作品展示（利用団体、地元作家、米津小学校児童、米津保育園園児）
⑥ちびっ子フェスタ（バルーンアート・ゲーム・小物づくり
など）…午前９時３０分～１１時３０分
⑦お茶会（抹茶）…午前１０時～午後３時
⑧サークル活動発表会…午後１時～４時

①作品展示（利用団体、地元作家、米津小学校児童、米津保育園園児）
②講座「和太鼓を打ってみよう」…下記のとおり
③お茶会（煎茶）…午前１０時～午後３時
④サークル活動発表会＆楽しくカラオケを歌う会…午後１時
～４時

※③⑦の茶券（各 １ ０ ０ 円）は同センターで販売。ただし、月曜日を除く。

講　 師受講料定員内　　　　　容日　　  時対　　　象

鈴木千代子氏２００円１５人
和太鼓や締太鼓を打って、日本の音を楽し
みます

２月１５日松
午前１０時～１１時３０分

市内在住または在勤、在学の
４歳以上の方

▼②講座「和太鼓を打ってみよう」

申込期間　２月４日昇～１１日抄　午前９時～午後９時

申込方法　受講料を持参の上、直接同センターへ。先着

順。ただし、申込開始時に定員を超えた場合は抽選。

代理人による申し込みはできますが、電話や郵送での

申し込みはできません。

その他　申込者が少ないときは、開講しない場合があり

ます。

▼④体験コーナー

費   用定員時　　  間イ　ベ　ン　ト　名

１００円から５０人午前１１時～午後２時非常食カフェ

７００円５人午後１時～４時ポジャギでチュモニ作製

２００円程度３０人午前１１時～午後２時フェルトの小物作り

無料１５人午前９時～午後４時牛乳パックでハガキ漉き

無料３０人午前９時～正午囲碁将棋連珠体験

無料２０人午後２時～３時３０分自彊術

▼⑨体験コーナー

費  用定員時　　  間イ　ベ　ン　ト　名

実費ー午前１０時～午後３時はじとびカフェ

実費ー午前１０時～午後３時手作りマーケット

１００円ー午前１０時～午後３時プラバンでオリジナルキーホルダー作り

２００円程度３０人午前１１時～午後２時フェルトの小物作り

無料３０人午前９時～正午囲碁将棋連珠体験

無料２０人午後２時～３時３０分自彊術

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民◆吉良町公民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２３２・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２１５１）））））））））））））））））））））
２月２３日掌　午前９時～午後４時２月２２日松　午前９時～午後４時

⑤作品展示（利用団体、講座受講生、吉良中学校生徒、吉田・
荻原小学校児童）

⑥発表会（利用団体、講座受講生）…午前９時３０分～午後２時
⑦講演会「授業では教えてくれない吉良町の城砦の話～マイナ
ーな城砦の調べ方・見方・楽しみ方～」…午後２時～３時３０
分（講師…愛知戦国史跡ナビゲーター　七種英康氏）

⑧講座「バルーンであそぼ！」…下記のとおり
⑨体験コーナー…下記のとおり（当日受け付け、先着順）

①作品展示（利用団体、講座受講生、吉良中学校生徒、吉
田・荻原小学校児童）

②白浜小学校児童による「防災学習」の発表…午後１時３０
分～２時

③生演奏による歌声喫茶・バルーンショー…午後２時～４
時（費用…無料。ただし、飲み物は実費）

④体験コーナー…下記のとおり（当日受け付け、先着順）

講    師費　 用定員内　　　　容日　　時対　　　　象

兼子洋子氏
受講料２００円
教材費１００円

１０組
親子で楽しくバルーンアートを
作ります

２月２３日掌 
午後１時３０分～３時

市内在住または在学の３歳以上のお
子さんとその保護者

▼⑧講座「バルーンであそぼ！」

申込期間　２月４日昇～１３日昭　午前９時～午後８時３０

分

申込方法　直接同館へ。申込期間内に定員を超えた場合

は抽選。代理人による申し込みはできますが、電話や

郵送での申し込みはできません。
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共通事項　電話や郵送での申し込みはできません。代理

人による申し込みもできますが、原則１人につき１人

の申し込みとなります。申込者が少ないときは開講し

ない場合があります。

■受 受講料　■教 教材費（材料費）

講　　師費  用定員内　　　　容集合場所日　  時講　　座　　名

きらあないびとの
会　黒部五郎氏

■受 ２００円２０人
金蓮寺弥陀堂や海蔵寺などの寺社
を巡る８灼のコースを歩きます

名鉄上横
須賀駅

３月２日掌
午前９時～正午

「歴史と文学に出会う径」
を歩く～南コース～

きらあないびとの
会　黒部五郎氏

■受 ２００円２０人
吉良三人衆の「光と影」を学び、
里山の原風景を楽しく歩きます

名鉄上横
須賀駅

３月９日掌
午前９時～正午

「歴史と文学に出会う径」
を歩く～北コース～

対象　市内在住または在勤、在学の１６歳以上の方

申込期間　２月７日晶～１８日昇　午前９時～午後８

時３０分。ただし、月曜日を除く。

申込方法　直接吉良町公民館へ。申込期間内に定員

を超えた場合は抽選。

問合先　吉良町公民館（緯３２・２１５１）

吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉良良良良良良良良良良町町町町町町町町町町公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民吉良町公民館館館館館館館館館館館講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座

講    師費   用定員内　　　　容日　　時　　な　　ど講　  座　  名

藤田ひさの氏
■受 ４００円
■教 ２，８００円

１０人
地元で収穫された大豆を使って、
おいしいみそを作ります

３月１５日松　午後１時３０分～
３時、３月２２日松　午後１時
３０分～５時３０分　全２回

「手前味噌」おいしい
手作り味噌を作ろう！

対象　１６歳以上の方。市内在住または在勤、在学の

方を優先。

申込期間　２月１１日抄午後７時～１８日昇午後９時

申込方法　受講料を持参の上、直接鶴城ふれあいセ

ンターへ。先着順。ただし、申込開始時に定員を

超えた場合は抽選。　

問合先　鶴城ふれあいセンター（緯５４・６５６５）

鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴城城城城城城城城城城ふふふふふふふふふふれれれれれれれれれれああああああああああいいいいいいいいいいセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンタタタタタタタタタターーーーーーーーーー講講講講講講講講講講鶴城ふれあいセンター講座座座座座座座座座座座

３月９日掌　午前９時～午後４時３月８日松　午前９時～午後８時３０分

⑤作品展と活動紹介（利用団体、講座受講生、地域団体、鶴城
小学校児童、鶴城幼稚園園児など）

⑥実技発表会（利用団体）…午前９時３０分～午後３時　
⑦お茶会（抹茶）…午前１０時～午後３時
⑧鉢物と農産物の販売（協力＝鶴城丘高校）…午後３時３０分から

①作品展と活動紹介（利用団体、講座受講生、地域団体、
鶴城小学校児童、鶴城幼稚園園児など）

②実技発表会（利用団体）…午前９時３０分～午後０時３０分
③演奏（鶴城中学校吹奏楽部）…午後２時～３時
④将棋祭り…午後１時～３時３０分

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴鶴城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれああああああああああああああああああああいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ◆鶴城ふれあいセンターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５４・６５６５）））））））））））））））））））））

▼④⑦のイベントについて

運  　営申　　込　　方　　法　・　そ　　の　　他費　用定 員イ   ベ   ン   ト   名
サタデープラン
鶴城将棋教室　

２月１１日抄午前９時から直接同センターへ。先着順。電話での
申し込みも可。上位入賞者には賞品があります

無料５０人④将棋祭り（自由対局）

サタデープラン
茶道子ども教室

２月１１日抄午前９時から同センターで販売。先着順。電話での
申し込みはできません

茶券２００円２５０人⑦お茶会（抹茶）

▼③④⑧のイベントについて

運　   営申　 　　 込　　 　 方　　　  法費　用定員イ ベ ン ト 名
サタデープラン　
子どもお抹茶教室

２月１日松から同センターで販売。当日券もあります茶券１００円２００人③お茶会（抹茶）

囲碁クラブ碁友会直接同センターへ。当日、飛び入り参加もできます無料④囲碁を楽しむ会

樋口マリ子氏ほか２月１日松から同センターで販売。当日券もあります茶券１００円４００人⑧抹茶を楽しむ会

２月２３日掌　午前９時～午後５時２月２２日松　午前９時～午後９時

⑥作品展示（利用団体、八ツ面小学校児童、八ツ面・中野郷
・熊味保育園園児）

⑦サークル活動発表会…午前９時３０分～午後４時　
⑧抹茶を楽しむ会…午前１０時～午後４時

①作品展示（利用団体、八ツ面小学校児童、八ツ面・中野郷
・熊味保育園園児）

②サークル活動発表会…午前９時３０分～午後０時３０分　
③お茶会（抹茶）…午前１０時～午後４時
④囲碁を楽しむ会…午前９時３０分～午後４時
⑤芸能大会（八寿会）…午後１時３０分～４時

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八ツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツ面面面面面面面面面面面面面面面面面面面面ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれああああああああああああああああああああいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ◆八ツ面ふれあいセンターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７５７・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６７７７６）））））））））））））））））））））

※きららホール内の作品展示は、サークル活動発表会中はゆっくりとご覧できない場合があります。



ば
ら
ね
っ
と
記
念
講
演
ヴ
ィ
オ
リ

ラ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　
演
奏
方
法
に
よ
り
、
バ
イ
オ
リ

ン
や
ギ
タ
ー
な
ど
多
様
な
音
色
を

奏
で
る
ヴ
ィ
オ
リ
ラ
の
心
癒
や
さ

れ
る
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
３
月
１
日
松
　
午
後
２
時

～
３
時

場
所
　
文
化
会
館
3
0
1
会
議
室

（
３
階
）

演
奏
　
ヴ
ィ
オ
リ
ラ
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
　
カ
ノ
ン

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

５０

費
用
　
無
料

申
込
・
問
合
先
　
２
月
　
日
晶
ま

２８

で
に
、
公
演
名
・
住
所
・
氏
名

・
電
話
番
号
を
直
接
ま
た
は
電

話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

市
民
協
働
課
市
民
協
働
担
当

（
緯
　
・
２
１
７
８
／
胃
　
・

６５

５７

１
３
１
７
／
死k

y
o
u
d
o
u
@
cit

y
.n
ish
io
.lg
.jp

 ）へ
。

図
書
館
講
演
会
参
加
者
募
集

対
象
　
小
学
生
以
上
の
方

日
時
　
２
月
　
日
掌
　
午
前
　
時

１６

１０

　
分
～
正
午

３０
場
所
　
西
尾
市
立
図
書
館
会
議
室

（
３
階
）

演
題
　
「
三
河
の
少
年
時
代
と
見

え
る
未
来
見
え
な
い
未
来
」

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

８０

参
加
料
　
５
０
０
円

　
※
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

講
師
　
作
家
　
宗
田
 理
 氏

お
さ
む

主
催
　
図
書
館
講
演
会
実
行
委
員

会
申
込
・
問
合
先
　
２
月
７
日
晶
か

ら
直
接
西
尾
市
立
図
書
館
（
緯

　
・
６
２
０
０
）
へ
。
８
日
松

５６か
ら
は
電
話
で
も
申
し
込
み
で

き
ま
す
。

親
子
で
楽
し
く
お
弁
当
づ
く
り

　　
栄
養
・
味
・
色
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
た
、
簡
単
で
手
早
く
作
れ
る

お
か
ず
な
ど
を
作
り
、
弁
当
箱
に

詰
め
て
持
ち
帰
り
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
年
長
児
相
当

の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

日
時
　
３
月
　
日
松
　
午
前
　
時

１５

１０

～
午
後
１
時

場
所
　
中
央
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

定
員
　
　
組
１２

教
材
費
　
１
組
１
０
０
０
円

講
師
　
栄
養
士
　
那
須
阿
弥
氏

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

布
巾
（
２
枚
）

申
込
・
問
合
先
　
２
月
　
日
晶
ま

１４

で
に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
農
林
水
産
課
農
畜

産
担
当
（
緯
　
・
２
１
３
５
／

６５

胃
　
・
１
３
２
２
／
死n

o
u
su
i

５７

@
city
.n
ish
io
.lg
.jp

）
へ
。
申

込
期
間
内
に
定
員
を
超
え
た
場

合
は
、
抽
選
を
行
い
結
果
を
連

絡
し
ま
す
。

出
張
「
あ
そ
び
の
広
場
」

　
就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者
が
楽
し
く
遊
び
、
育
児
の
悩

み
を
相
談
で
き
る
「
あ
そ
び
の
広

場
」
を
出
張
開
催
し
ま
す
。

対
象
　
就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
そ

の
保
護
者

日
時
　
２
月
　
日
昌
　
午
前
９
時

１９

　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

場
所
　
一
色
健
康
セ
ン
タ
ー
待
合

ホ
ー
ル
・
集
団
指
導
室
（
２
階
）

内
容
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
手
遊
び
や
ふ
れ

あ
い
遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
な
ど
を
親
子
で
行
い
ま
す
。

費
用
　
無
料
　

問
合
先
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
い
っ
し
き
（
緯
　
・
７
２

７２

７
８
）

文
化
遺
産
！
発
見
ウ
ォ
ー
ク

　
現
在
、
幡
豆
地
区
で
行
っ
て
い

る
詳
細
分
布
調
査
の
一
環
と
し
て
、

同
地
区
の
文
化
遺
産
の
面
白
さ
を

体
感
で
き
る
ウ
オ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
ま
す
。
約
２
灼
の
道
の

り
を
、
調
査
員
ら
が
案
内
し
ま
す
。

日
時
　
２
月
　
日
松
　
午
後
１
時

２２

集
合
場
所
　
名
鉄
西
幡
豆
駅

コ
ー
ス
な
ど
　
穴
観
音
古
墳
→
欠

城
跡
→
後
田
遺
跡
→
幡
頭
神
社

（
民
話
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
に

よ
る
紙
芝
居
）
→
江
尻
遺
跡
→

寺
部
廃
寺
・
寺
部
城
跡
（
分
布

調
査
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
）
→
幡
豆
歴
史
民
俗
資
料
館

　
※
所
要
時
間
は
約
２
時
間
。

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

３０

参
加
料
　
無
料
　

申
込
方
法
　
２
月
６
日
昭
か
ら
直

接
ま
た
は
電
話
で
幡
豆
歴
史
民

俗
資
料
館
（
緯
　
・
３
１
０
２
）

６２

へ
。
た
だ
し
、
月
曜
日
と
　
日
１２

昌
を
除
く
。

共
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
古
代
 邇
  波
 の

に
 

わ

里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

そ
の
他
　
駐
車
場
は
、
幡
豆
公
民

館
ま
た
は
、
幡
豆
支
所
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
文
化
振
興
課
文
化
財
担

当
（
緯
　
・
２
４
５
９
／
岩
瀬

５６

文
庫
内
）

図
書
館
講
演
会

広広報報平成２６年２月１日号 １１４４

ば
ら
ネ
ッ
ト
記
念
公
演
会
ヴ
ィ
オ

リ
ラ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

親
子
で
楽
し
く
お
弁
当
づ
く
り

出
張
「
あ
そ
び
の
広
場
」

文
化
遺
産
！
発
見
ウ
ォ
ー
ク



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
相
互
理

解
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
と
交

流
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活

動
を
推
進
す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
　
ど
な
た
で
も
入
場
で
き
ま

す
。

日
時
　
２
月
９
日
掌
　
午
前
　
時
10

～
午
後
２
時

場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
（
４
階
）

内
容
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ

る
活
動
発
表
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
定
員
　
１
５
０
人

費
用
　
無
料

そ
の
他
　
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記

あ
り

問
合
先
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
（
緯
　
・
５
９
０
０
／
総

５６

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

ス
ポ
ー
ツ

第
３
回
西
尾
市
ペ
タ
ン
ク
大
会

　
初
心
者
も
気
軽
に
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、

在
学
の
中
学
生
以
上
の
方

日
時
　
３
月
９
日
掌
　
午
前
８
時

　
分
３０

場
所
　
吉
良
サ
ン
ラ
イ
ズ
パ
ー
ク

募
集
チ
ー
ム
数
　
１
チ
ー
ム
３
人

の
　
チ
ー
ム
（
先
着
順
）

３２
※
男
女
不
問
、
個
人
で
の
申
し

込
み
可
。
個
人
の
場
合
は
主

催
者
側
で
チ
ー
ム
編
成
。

参
加
料
　
１
人
１
０
０
円

　
※
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
　
２
月
　
日
晶
ま
で
に

２８

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

総
合
体
育
館
（
胃
　
・
７
７
６
２
）

５４

一
色
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

（
胃
　
・
０
０
２
１
）、吉
良
町

７４

公
民
館
（
胃
　
・
３
８
６
６
）、

３２

幡
豆
公
民
館
（
胃
　
・
２
８
０

６２

０
）
へ
。
申
込
書
は
各
施
設
に

用
意
。

問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
幡
豆
地
区

担
当
（
緯
　
・
０
１
２
９
／
幡

６３

豆
公
民
館
内
）

福
祉

出
産
育
児
一
時
金
・
葬
祭
費

　
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
は
病
気
や
け
が

で
治
療
を
受
け
た
際
の
療
養
の
給

付
の
ほ
か
、
「
出
産
育
児
一
時
金
」

や
「
葬
祭
費
」
の
給
付
が
あ
り
ま

す
。
該
当
す
る
方
は
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

●
出
産
育
児
一
時
金

　
（
支
給
額
　
万
円
）

４２

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が

出
産
し
た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
被
保
険
者
が
国
民
健
康

保
険
に
加
入
す
る
前
に
社
会
保
険

等
に
本
人
と
し
て
１
年
以
上
加
入

し
て
い
て
、
退
職
後
６
か
月
以
内

に
出
産
し
た
場
合
は
、
加
入
し
て

い
た
健
康
保
険
か
ら
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、

国
民
健
康
保
険
か
ら
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
出
産
育
児
一
時
金
の
直

接
支
払
制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
、

医
療
機
関
等
に
被
保
険
者
証
を
提

示
し
、
直
接
支
払
制
度
を
利
用
す

る
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

●
葬
祭
費

（
支
給
額
５
万
円
）

　
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
被
保
険
者
が
死
亡
し

た
と
き
に
、
葬
儀
を
行
っ
た
方
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
税
や
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
に
滞
納
が
あ
る

方
に
対
し
て
は
葬
祭
費
の
給
付

を
一
時
差
し
止
め
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

問
合
先
　
保
険
年
金
課
国
民
健
康

保
険
担
当
（
緯
　
・
２
１
０
３
）、

６５

同
課
医
療
担
当
（
緯
　
・
２
１

６５

０
５
）

１５ 平成２６年２月１日号広報

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い

緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

第
３
回
西
尾
市
ペ
タ
ン
ク
大
会

出
産
育
児
一
時
金
・
葬
祭
費

リサイクルプラリサイクルプラザザ（吉良町岡山／（吉良町岡山／クク
リーンセンター内リーンセンター内／／緯緯３４３４・・８１１４８１１４））
休館日 日休館日　日曜曜・・祝日 ※開札日を除く祝日　※開札日を除く。。

２

展示・入札期間　１日松～２２日松

開館時間　午前９時～正午、午後１時

～３時　※土曜日は午前のみ開館。

開札日時　２３日掌　午前１０時

引取期間　２３日掌～２６日昌

引取方法　落札価格（現金）で品物と

交換

その他　落札者には通知します。

家具・自転車・小物など展示品

日時　１９日昌　午前１０時～正午

会場　学習室（２階）

定員　１０人程度（先着順）

参加料　無料

持ち物　バスタオル２本

申込期間　１日松～１８日昇

申込方法　直接または電話で、リサイ

クルプラザへ。

鍋の保温カバーをつくろう講習会

▲ペタンクは金属製の玉を投
げ合い、目標球に近づけるこ
とを競うスポーツです

、



児
童
手
当
・
遺
児
手
当
な
ど
の
支

給
制
度
に
つ
い
て
 

●
児
童
手
当

対
象
　
中
学
校
修
了
前
の
お
子
さ

ん
を
養
育
し
て
い
る
方

●
児
童
扶
養
手
当
・
県
遺
児
手
当

・
市
遺
児
手
当

対
象
　
両
親
や
父
親
ま
た
は
母
親

が
い
な
い
家
庭
（
離
婚
や
死
亡
、

１
年
以
上
の
行
方
不
明
や
拘
禁
、

未
婚
な
ど
の
理
由
）
、
ま
た
は

父
親
か
母
親
に
障
害
者
手
帳
１

・
２
級
程
度
の
障
害
が
あ
る
家

庭
で
、
　
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

１８

を
養
育
し
て
い
る
方

支
給
期
限

▼
児
童
扶
養
手
当
…
お
子
さ
ん

が
　
歳
に
な
っ
た
年
度
末

１８

※
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
は

満
　
歳
。

２０

▼
県
遺
児
手
当
…
支
給
開
始
年

月
か
ら
５
年
間
か
、
お
子
さ

ん
が
　
歳
に
な
っ
た
年
度
末

１８

の
ど
ち
ら
か
早
い
方

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象
　
一
定
の
障
害
の
あ
る
　
歳
２０

未
満
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て

い
る
方

障
害
の
程
度

①
身
体
障
害
…
１
～
３
級
程
度
、

４
級
は
一
部
該
当

②
重
度
知
的
障
害
…
お
お
む
ね

療
育
手
帳
Ａ
、
Ｂ
判
定

③
自
閉
症
な
ど
に
よ
り
、
日
常

生
活
に
著
し
い
制
限
を
受
け

て
い
る

そ
の
他
　
所
得
の
制
限
が
あ
り
ま

す
。

問
合
先
　
子
育
て
支
援
課
手
当
担

当
（
緯
　
・
２
１
０
９
）

６５

児
童
手
当
を
振
り
込
み
ま
す

　
児
童
手
当
２
月
期
分
（
　
月
～

１０

１
月
分
）
を
２
月
６
日
昭
に
振
り

込
み
ま
す
。
金
融
機
関
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
子
育
て
支
援
課
手
当
担

当
（
緯
　
・
２
１
０
９
）

６５

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
を
振
り
込

み
ま
す

　
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当
・
経
過
的
福
祉
手
当
２
月

期
分
（
　
月
～
１
月
分
）
を
２
月

１１

　
日
捷
に
振
り
込
み
ま
す
。
金
融

１０機
関
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
福
祉
課
障
害
者
福
祉
担

当
（
緯
　
・
２
１
１
３
）

６５

フ
ァ
ミ
サ
ポ
研
修
会
「
小
児
看
護

の
基
礎
知
識
」

　
子
ど
も
の
重
要
な
症
状
と
対
処

方
法
を
学
び
ま
す
。

対
象
　
子
育
て
中
の
方
や
そ
の
家

族
、
妊
娠
中
の
方
な
ど
、
子
育

て
に
関
心
の
あ
る
方

日
時
　
３
月
　
日
昇
　
午
前
９
時

１８

　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
第
３

集
会
室
（
２
階
）

定
員
　
　
人
程
度

３０

費
用
　
無
料

講
師
　
市
立
看
護
専
門
学
校
教
諭

申
込
・
問
合
先
　
２
月
　
日
捷
か

１０

ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
（
緯
　
・
５
０
０
７
／
総
合

５７

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
。

そ
の
他
　
託
児
が
で
き
ま
す
（
　１０

人
ま
で
。
要
予
約
）
。

２
月
の
献
血

日
時
・
場
所
　

▼
２
月
　
日
松
　
午
前
　
時
～

２２

１０

　
時
　
分
、
午
後
１
時
～
４

１１

３０

時
…
フ
ィ
ー
ル
い
つ
も
（
矢

曽
根
町
）
　

▼
２
月
　
日
掌
　
午
前
９
時
　

２３

３０

分
～
　
時
　
分
、
午
後
１
時

１１

３０

～
４
時
　
Ａ
コ
ー
プ
西
尾
東

部
店
（
駒
場
町
）

実
施
団
体
　
愛
知
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー

そ
の
他
　
よ
り
安
全
な
血
液
を
確

保
す
る
た
め
、
問
診
票
を
も
と

に
医
師
が
総
合
的
に
判
断
し
、

献
血
の
適
否
を
決
定
し
ま
す
。

問
合
先
　
福
祉
課
社
会
福
祉
担
当

（
緯
　
・
２
１
１
４
）

６５

広広報報平成２６年２月１日号 １１６６

児
童
手
当
・
遺
児
手
当
な

ど
の
支
給
制
度
に
つ
い
て

児
童
手
当
を
振
り
込
み
ま
す

申込期間　２月６日昭～１３日昭

入居可能日　４月１日昇

抽選日時　２月１８日昇　午前１０時開始

その他　単身者向は年齢などに制限があり

ます。また、上記以外で随時入居できる

住宅を用意できる場合があります。

申込・問合先　建築課管理・住宅担当（緯
６５・２１４６）

戸　数家賃 （円）間 取 り住　宅　名

１
（一般世帯向）

２７，８００

～５４，７００

４階

３ＬＤ K 水洗
住崎住宅

（住崎町荒子２８-１）

１
（一般世帯向）

２２，０００

～４８，１００

３階

３Ｄ K 水洗
宮浦住宅

（米津町宮浦６８）

１
（一般世帯向）

２２，１００

～４３，５００

２階建

３ K 水洗
鳥羽第３住宅
（鳥羽町十三新田１-３５）

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
を

振
り
込
み
ま
す

フ
ァ
ミ
サ
ポ
研
修
会

「
小
児
看
護
の
基
礎
知
識
」

２
月
の
献
血



認
知
症
介
護
家
族
交
流
会

　
認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
家
族

を
対
象
に
、
介
護
者
同
士
の
交
流

を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
介
護
者

同
士
だ
か
ら
こ
そ
分
か
る
悩
み
を

一
緒
に
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
認
知
症
の
方
を
介
護
し
て

い
る
家
族

日
時
　
２
月
　
日
昌
　
午
後
１
時

２６

　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

場
所
　
市
役
所
　
会
議
室
（
５
階
）

５３

費
用
　
無
料
（
場
合
に
よ
り
飲
食

代
等
実
費
負
担
あ
り
）

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

問
合
先
　
長
寿
課
地
域
支
援
事
業

担
当
（
緯
　
・
２
１
２
０
）

６５

保
健

パ
パ
マ
マ
教
室

　
夫
婦
で
一
緒
に
学
ん
で
、
赤
ち

ゃ
ん
を
迎
え
る
準
備
を
し
ま
し
ょ

う
。

対
象
　
市
内
在
住
で
、
出
産
予
定

日
が
　
年
３
月
下
旬
か
ら
６
月

２６

下
旬
ま
で
の
妊
婦
と
そ
の
夫

日
時
　
２
月
　
日
掌
　
午
前
９
時

２３

　
分
～
　
時
　
分
（
９
時
　
分

３０

１１

３０

１５

受
付
開
始
）

場
所
　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
妊
娠
中
の
生
活
・
育
児
の

話
、
 沐
 浴
実
習
、
赤
ち
ゃ
ん
の

も
く

世
話
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操
、
妊

婦
体
験

定
員
　
　
組
（
先
着
順
）

２０

持
ち
物
な
ど
　
母
子
健
康
手
帳
、

筆
記
用
具
、
動
き
や
す
い
服
装

申
込
・
問
合
先
　
２
月
　
日
捷
か

１０

ら
、
電
話
で
西
尾
市
保
健
セ
ン

タ
ー
（
緯
　
・
０
６
６
１
）
へ
。

５７

税軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す

　
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
を
解

体
、
譲
渡
、
盗
難
な
ど
に
よ
り
所

有
し
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
４
月

１
日
ま
で
に
廃
車
ま
た
は
名
義
変

更
の
手
続
き
を
し
な
い
と
課
税
さ

れ
ま
す
。
盗
難
に
遭
っ
た
方
は
、

盗
難
届
を
提
出
し
た
警
察
署
で
届

出
日
と
受
理
番
号
を
確
認
の
上
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
小
型
特
殊
自
動
車
（
農

耕
用
作
業
車
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

な
ど
）
は
、
公
道
を
走
行
し
な
く

て
も
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
車
両
を
新
た
に
所

有
す
る
方
や
、
現
在
未
登
録
の
方

は
、
速
や
か
に
登
録
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
場
所

▼
原
動
機
付
自
転
車
（
1
2
5

呪
以
下
）
・
小
型
特
殊
自
動

車
…
税
務
課
税
制
担
当
、
各

支
所
総
務
管
理
課

▼
二
輪
の
軽
自
動
車
（
1
2
5

呪
超
2
5
0
呪
以
下
）
…
全

国
軽
自
動
車
協
会
連
合
会
愛

知
事
務
所
三
河
支
所
（
豊
田

市
／
緯
０
５
６
５
・
　
・
３

５２

１
１
１
）
　
　

▼
二
輪
の
小
型
自
動
車
（
2
5

0
呪
超
）
…
愛
知
運
輸
支
局

西
三
河
自
動
車
検
査
登
録
事

務
所
（
豊
田
市
／
緯
０
５
０

・
５
５
４
０
・
２
０
４
７
）

▼
三
輪
、
四
輪
の
軽
自
動
車
…

軽
自
動
車
検
査
協
会
愛
知
主

管
事
務
所
三
河
支
所
（
豊
田

市
／
緯
０
５
６
５
・
５
１
・

２
５
５
５
）

問
合
先
　
税
務
課
税
制
担
当
（
緯

　
・
２
１
2
5
）

６５

募
集

市
民
病
院
の
臨
時
職
員

採
用
職
種
　
管
理
栄
養
士

受
験
資
格
　
管
理
栄
養
士
の
免
許

を
有
す
る
方

募
集
人
員
　
１
人

業
務
内
容
　
発
注
・
伝
票
処
理
、

受
付
業
務
な
ど

採
用
期
間
　
　
年
４
月
１
日
～
　

２６

１２

　
月
　
日
（
期
間
を
延
長
す
る
場

３１

　
合
が
あ
り
ま
す
）

勤
務
日
な
ど
　
月
～
日
曜
日
。
次

の
①
～
③
の
交
替
勤
務
（
勤
務

表
に
よ
る
）
で
す
。
①
午
前
８

時
～
午
後
４
時
　
分
　
②
午
前

３０

　
時
　
分
～
午
後
６
時
　
分
　

１０

１５

４５

③
午
前
８
時
～
　
時
　
分
（
土

１１

４５

・
日
曜
日
の
場
合
で
月
に
１
～

２
回
程
度
）

※
４
週
間
に
８
日
間
の
休
み
が

あ
り
ま
す
。

賃
金
　
月
額
　
万
７
６
０
０
円

２６

選
考
日
時
　
３
月
　
日
昇
　
午
後

１１

２
時

選
考
方
法
　
面
接

提
出
書
類
　
①
履
歴
書
（
３
か
月

以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を
貼
付
）

②
資
格
免
許
証
の
写
し

※
提
出
書
類
は
お
返
し
し
ま
せ

ん
。

申
込
・
問
合
先
　
３
月
７
日
晶
ま

で
に
、
電
話
で
市
民
病
院
管
理

課
職
員
担
当
（
緯
　
・
３
１
７

５６

１
）
へ
。
た
だ
し
、
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
公
園
の
臨
時
職
員

採
用
職
種
　
事
務
お
よ
び
屋
外
作

業
員

募
集
人
員
　
１
人

業
務
内
容
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
受

付
業
務
、
草
刈
り
な
ど
の
屋
外

作
業

採
用
予
定
日
　
　
年
４
月
１
日

２６

勤
務
日
な
ど
　
週
３
日
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
の
勤
務
あ
り
）
午

前
８
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

賃
金
　
時
給
９
３
０
円

※
別
途
、
規
定
に
基
づ
き
通
勤

費
を
支
給
。

選
考
日
時
　
３
月
４
日
昇
　
午
前

　
時
１０

選
考
場
所
　
吉
良
町
公
民
館

選
考
方
法
　
書
類
審
査
と
面
接

提
出
書
類
　
履
歴
書
（
３
か
月
以

内
に
撮
影
し
た
写
真
を
貼
付
）

※
提
出
書
類
は
お
返
し
し
ま
せ

ん
。

申
込
・
問
合
先
　
２
月
５
日
昌
～

　
日
昌
に
、
直
接
ス
ポ
ー
ツ
課

１９吉
良
地
区
担
当
（
緯
　
・
２
１

３２

５
１
／
吉
良
町
公
民
館
内
）
へ
。

た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
。

緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

１７ 平成２６年２月１日号広報

パ
パ
マ
マ
教
室

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す

市
民
病
院
の
臨
時
職
員

認
知
症
介
護
家
族
交
流
会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
公
園
の
臨
時
職
員



社
会
福
祉
協
議
会
職
員

採
用
職
種
　
事
務
職
（
相
談
員
）

応
募
資
格
　
看
護
師
免
許
を
有
す

る
方
ま
た
は
、
愛
知
県
相
談
支

援
従
事
者
研
修
を
　
年
度
以
降

２１

に
受
講
し
修
了
し
た
方

募
集
人
員
　
１
人

業
務
内
容
　
相
談
支
援
事
業
に
お

け
る
相
談
業
務
な
ど

採
用
予
定
日
　
　
年
４
月
１
日

２６

選
考
日
時
　
２
月
　
日
昭
　
午
後

２０

１
時
　
分
２０

選
考
場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

選
考
方
法
　
作
文
と
面
接

提
出
書
類
　
①
受
験
申
込
書
　
②

資
格
証
明
書
の
写
し
　
③
学
業

成
績
証
明
書
　
④
卒
業
証
明
書

※
受
験
申
込
書
は
同
協
議
会
に

用
意
。
提
出
書
類
は
お
返
し

し
ま
せ
ん
。
　

申
込
・
問
合
先
　
２
月
３
日
捷
～

　
日
捷
に
提
出
書
類
を
持
参
の

１７上
、
直
接
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
緯
　
・
５
９
０
０
／
総
合
福

５６

祉
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
。
た
だ
し
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

そ
の
他
　
勤
務
日
、
賃
金
な
ど
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
員

対
象
　
市
内
在
住
の
新
小
学
３
年

生
～
新
中
学
２
年
生

募
集
人
員
　
午
前
の
部
、
午
後
の

部
と
も
各
　
人
（
先
着
順
）

３５

活
動
日
　
土
曜
日
の
午
前
ま
た
は

午
後

活
動
場
所
　
高
齢
者
交
流
広
場
さ

く
ら
会
館
少
年
少
女
発
明
ク
ラ

ブ
工
作
室
（
桜
町
２
丁
目
）

活
動
内
容
　
子
ど
も
が
持
つ
創
造

性
を
自
主
的
に
発
揮
さ
せ
、
楽

し
く
自
由
な
創
作
活
動
を
行
い

ま
す
。

参
加
料
　
５
0
0
0
円

※
傷
害
保
険
料
を
含
む
。

申
込
期
間
　
２
月
９
日
掌
午
前
９

時
～
　
日
晶
午
後
８
時
　
分

２１

３０

※
月
曜
日
を
除
く
。

申
込
・
問
合
先
　
入
会
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接

同
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
緯
　
・
７

５６

７
２
２
／
中
央
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
内
）
へ
。

そ
の
他
　
①
受
付
開
始
時
に
定
員

を
超
え
た
場
合
は
そ
の
場
で
抽

選
　
②
参
加
者
が
少
な
い
場
合

は
、
午
前
の
部
の
み
と
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

自
動
販
売
機
の
設
置
事
業
者

応
募
資
格
　
市
内
で
事
業
を
営
む

法
人
ま
た
は
個
人

※
こ
の
ほ
か
、
資
格
要
件
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
募
集
要

領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

設
置
台
数
　
１
台

設
置
期
間
　
　
年
４
月
１
日
～
　

２６

２９

年
３
月
　
日
３１

※
更
新
は
あ
り
ま
せ
ん
。

設
置
場
所
　
ア
ク
テ
ィ
に
し
お

（
に
し
お
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
）

設
置
機
種
　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ノ

ン
フ
ロ
ン
対
応
な
ど
の
環
境
負

荷
を
低
減
し
た
機
種

取
扱
商
品
　
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
の
密
閉
式
の
容
器
に
入
っ

た
ジ
ュ
ー
ス
や
茶
な
ど
の
清
涼

飲
料
水

設
置
事
業
者
の
決
定
方
法
　
市
が

定
め
た
予
定
価
格
以
上
で
、
最

高
金
額
で
あ
る
応
募
者
を
設
置

事
業
者
と
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
先
　
２
月
　
日
捷
～

１０

　
日
晶
に
募
集
要
領
に
定
め
る

２１必
要
書
類
を
持
参
の
上
、
直
接

市
民
協
働
課
市
民
協
働
担
当

（
緯
　
・
２
１
７
８
）
へ
。

６５

そ
の
他
　
募
集
要
領
は
同
課
に
用

意
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

そ
の
他

今
月
の
納
期

納
期
限
　
２
月
　
日
晶

２８

対
象
税
な
ど

▼
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

…
第
４
期
分

▼
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴

収
分
）
…
第
８
期
分

▼
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
分
）

…
第
８
期
分

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

（
普
通
徴
収
分
）
…
第
８
期

分
▼
し
尿
く
み
取
り
手
数
料
…
第

６
期
分

▼
下
水
道
受
益
者
負
担
金
…
第

４
期
分

そ
の
他
　
口
座
振
替
の
方
は
残
高

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
収
納
課
管
理
担
当
（
緯

　
・
２
１
３
２
）

６５
都
市
計
画
道
路
計
画
変
更
案
の
説

明
会

　
都
市
計
画
道
路
国
道
２
４
７
号

線
の
計
画
変
更
案
に
関
す
る
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
２
月
　
日
昇
　
午
後
７
時

１８

場
所
　
一
色
支
所
会
議
棟
会
議
室

１

問
合
先
　
都
市
計
画
課
計
画
担
当

（
緯
　
・
2
1
4
4
）、
土
木
課

65

建
設
担
当
（
緯
　
・
2
1
4
3
）

65

　
枯
れ
葉
を
敷
き
詰
め
た
ス
ラ
イ

ダ
ー
場
で
、
そ
り
滑
り
を
し
ま
す
。

日
時
　
２
月
　
日
松
・
　
日
掌
　

１５

１６

午
前
　
時
～
午
後
３
時

１１

　
※
雨
天
中
止
。

場
所
　
愛
知
こ
ど
も
の
国
ゆ
う
ひ

が
丘
　
港
の
見
え
る
遊
歩
道

そ
の
他
　
汚
れ
て
も
よ
い
動
き
や

す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
愛
知
こ
ど
も
の
国
（
緯

　
・
４
１
５
１
）

６２

広広報報平成２６年２月１日号 １１８８

市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
員

■市の人市の人口口（１月１日現在）
　○総数　１６９，７６３人　前月比ー２６人
　　男性　８５，４３４人　女性　８４，３２９人
　○世帯数　５８，９３０世帯　前月比＋５５
■市内の交通（人身）事故
　１２月　７１件（８７９件）
　負傷者　９９人（１，０５０人）
　死亡者　０人（３人）
■市内の火災　１２月　８件（８２件）
■救急車の出動回数
　１２月　５５６件（６，３１８件）

※（　）は１月からの累計

西尾市のデー西尾市のデータタ
愛
知
こ
ど
も
の
国
２
月
の
催
し

枯
れ
葉
ス
ラ
イ
ダ
ー
で
遊
ぼ
う

今
月
の
納
税

自
動
販
売
機
の
設
置
事
業
者

都
市
計
画
道
路

計
画
変
更
案
の
説
明
会

社
会
福
祉
協
議
会
職
員



　
蒲
郡
恒
例
の
冬
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
蒲
郡
み
か
ん
わ
い
ん
、
蒲
郡

メ
ヒ
カ
リ
の
か
ら
揚
げ
、
ガ
マ
ゴ

リ
う
ど
ん
な
ど
話
題
の
メ
ニ
ュ
ー

が
盛
り
だ
く
さ
ん
！
 　
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
　
日
松
・
　
日
掌
　

１５

１６

午
前
　
時
～
午
後
3
時

10

場
所
　
蒲
郡
市
民
会
館
（
蒲
郡
市

栄
町
）

※
名
鉄
蒲
郡
駅
か
ら
徒
歩
約
５

分
。

問
合
先
　
蒲
郡
市
農
林
水
産
課

（
緯
0
5
3
3
・
　
・
1
1
2

66

6
）

形
原
「
ひ
な
祭
り
ロ
ー
ド
」

　
思
い
出
「
お
雛
様
」
が
シ
ョ
ー

ウ
イ
ン
ド
ー
を
飾
り
ま
す
。

期
間
　
2
月
　
日
昌
～
4
月
6
日

26

掌
場
所
　
形
原
商
店
街

※
名
鉄
形
原
駅
周
辺
。

内
容
な
ど
　
▼
ひ
な
人
形
展
示
…

期
間
中
毎
日
　
▼
「
油
菓
子
」

の
振
る
舞
い
…
3
月
1
日
松
～

3
日
捷
　
▼
稚
児
姫
道
中
　
形
in

原
商
店
街
…
3
月
2
日
掌
　
午

前
　
時
11

問
合
先
　
蒲
郡
市
観
光
商
工
課

（
緯
0
5
3
3
・
　
・
1
1
1

66

9
）

　
「
鳥
羽
の
火
祭
り
」の
開
催
当
日
、

祭
り
の
会
場
と
な
る
鳥
羽
神
明
社

や
民
話
の
里
を
巡
る
７
・
３
灼
の

コ
ー
ス
で
す
。
鳥
羽
神
明
社
の
境

内
で
は
大
た
い
ま
つ
「
す
ず
み
」
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
名
鉄
三

河
鳥
羽
駅
前
で
は
物
産
展
「
と
ば

市
」
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

※
「
鳥
羽
の
火
祭
り
」と
「
と
ば
市
」

に
つ
い
て
は
、
今
号
　
ペ
ー
ジ

１１

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
小
学
生
以
下
の

お
子
さ
ん
が
参
加
す
る
場
合
は

保
護
者
同
伴
。

期
日
　
２
月
９
日
掌

　
※
荒
天
中
止
。

受
付
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
　

３０

１１

時
　
※
午
後
２
時
ま
で
に
ゴ
ー
ル
し

て
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所
　
名
鉄
三
河
鳥
羽
駅
前

参
加
料
　
無
料

そ
の
他
　
①
事
前
申
し
込
み
は
不

要
　
②
完
歩
者
に
は
「
に
し
が

ま
線
応
援
団
ピ
ン
バ
ッ
チ
」
を

進
呈
（
数
量
限
定
・
先
着
順
）。

問
合
先
　
幡
豆
公
民
館
（
緯
　
・
６３

０
１
３
０
）

緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

１９ 平成２６年２月１日号広報

　県立一色高等学校では、２６年度

の定時制課程入学検査を実施しま

す。 ▼応募資格／中学校卒業また

は３月に卒業見込みの方、または

それと同等以上の学力があると認

められる方 ▼募集人員／前・後期

合わせて４０人 ▼検査日／前期…３

月７日晶、後期…３月２６日昌 ▼検

査方法／作文、基礎学力検査（国

語・数学・英語）、面接 ▼願書受

付日／前期…３月３日捷・４日昇、

後期…３月２０日昭・２４日捷 ▼その

他／出願方法など、詳しくはお問

い合わせください。 ▼問合先／県

立一色高等学校定時制（緯７２・８１

６５／一色町）

県立刈谷東高等学校では、普通

科への新入学・転編入学生、特科

生（聴講生）を募集します。 ▼応

募資格／中学校卒業または３月に

卒業見込みの方、またはそれと同

等以上の学力があると認められる

方。※転編入学は高等学校で一部

単位を修得した方。 ▼募集人員／

約 ２ ８ ０ 人 ▼選抜日／①新入学前期

…３月２日掌　②新入学後期…３

月３０日掌　③転編入学…３月２１日

抄 ▼選抜方法／①新入学…書類審

査、作文、面接　②転編入学…書

類審査、学力検査（国語・数学・

英語）、面接　③特科…書類審査

▼出願期間／①新入学前期…２月

２１日晶～２４日捷　②新入学後期…

３月２４日捷～２８日晶　③転編入学

…３月８日松～１２日昌（日曜日を

除く）　④特科…３月１４日晶～１９

日昌（土・月曜日を除く。１６日掌

は午後のみ） ▼願書配布開始日／

①新入学…２月３日捷　②転編入

学・特科…２月１８日昇 ▼出願・問

合先／県立刈谷東高等学校（緯０５

６６・２１・３３４９／刈谷市半城土町）

▼対象／①一般・技術・飛行…２０

歳以上２６歳未満で、大学卒業また

は３月に卒業見込みの方。または、

２８歳未満で大学院修士課程修了ま

たは修了見込みの方　②歯科…２０

歳以上３０歳未満で、専門大学卒業

または３月に卒業見込みの方　③

薬剤科…２０歳以上２８歳未満で、専

門大学卒業または３月に卒業見込

みの方。※年齢は２７年４月１日現

在。 ▼１次試験日／５月１０日松・

１１日掌（１１日は飛行要員のみ） ▼申

込期間／２月１日松～４月２５日晶

▼問合先／自衛隊岡崎出張所（緯

０５６４・２１・７３０３／岡崎市朝日町）

　愛知県最低賃金を時間額 ７ ８ ０ 円

に改正しました。日給制、月給制

の労働者は、時間当たりの金額に

換算して比較します。また、愛知

県の特定（産業別）最低賃金（７

業種）についても改正されました。

詳しくは、岡崎労働基準監督署西

尾支署にお問い合わせください。

▼問合先／岡崎労働基準監督署西

尾支署（緯５７・７１６１／徳次町）

情情 報報 通通 信信

自衛隊幹部候補生を募自衛隊幹部候補生を募集集

募集

県の最低賃金を改県の最低賃金を改正正

その他

県立一色高等学校定時制課県立一色高等学校定時制課程程
入学検査を実施しま入学検査を実施しますす

募集

県立刈谷東高等学県立刈谷東高等学校校
通信制課程の生徒を募通信制課程の生徒を募集集

募集

第
　
回
は
ず
夢
ウ
ォ
ー
ク

２５
～
鳥
羽
の
火
祭
り
コ
ー
ス
～

蒲
郡
市
農
林
水
産
ま
つ
り

＆
食
育
フ
ェ
ス
タ

形
原
「
ひ
な
祭
り
ロ
ー
ド
」



　
私
は
、
知
的
障
害
の
あ
る
方
が
自

立
に
向
け
て
一
生
懸
命
に
働
く
姿
と
、

そ
れ
を
支
え
る
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
つ
い
て
取
材
し
ま
し
た
の

で
、
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
主
に
知
的
障
害
の
あ
る

方
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行
い
、

市
の
知
的
障
害
者
（
児
）
の
相
談
支

援
事
業
所
で
も
あ
る
社
会
福
祉
法
人

「
く
る
み
会
」
に
つ
い
て
取
材
し
ま

し
た
。
く
る
み
会
は
、
知
的
障
害
の

あ
る
方
へ
の
日
常
生
活
を
支
援
し
よ

う
と
発
足
し
、
昭
和
　
年
に
社
会
福

５５

祉
法
人
と
し
て
厚
生
大
臣
の
認
可
を

受
け
ま
し
た
。
翌
年
に
は
、
知
的
障

害
の
あ
る
方
が
、
自
立
に
向
け
て
職

業
を
通
じ
な
が
ら
日
常
生
活
の
訓
練

を
行
う
通
所
授
産
施
設
の
西
尾
作
業

所
（
現
在
は
多
機
能
型
事
業
所
に
し

お
）
を
家
武
町
に
開
設
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
時
代
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
、
日
常
の
活
動
を
支
援
す
る

授
産
所
や
、
家
庭
的
な
共
同
生
活
の

中
で
日
常
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を

行
い
、
個
々
の
成
長
を
支
え
る
ケ
ア

ホ
ー
ム
な
ど
を
市
内
に
開
設
し
ま
し

た
。
各
施
設
の
利
用
者
は
約
２
４
０

人
で
、
皆
さ
ん
元
気
に
そ
れ
ぞ
れ
の

目
標
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
利
用
者
は
、
個
性
に
合
わ
せ

て
さ
ま
ざ
ま
な
日
常
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。
「
環
境
事
業
グ
ル
ー
プ
」

で
は
、
多
年
生
植
物
の
栽
培
や
、
生

ご
み
と
食
品
ト
レ
ー
の
リ
サ
イ
ク
ル

作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

「
軽
作
業
グ
ル
ー
プ
」
で
は
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
箱
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
材
の
製
造

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
重
い
障
害
の

あ
る
方
は
、
健
康
や
体
力
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、
足
を
椅
子
の
高
さ
ま

で
上
げ
て
柵
を
乗
り
越
え
る
体
操
を

し
た
り
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
を

動
か
し
た
り
し
て
元
気
に
活
動
し
て

い
ま
し
た
。

　
地
域
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
方
も
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
昨
年
の
　
月
　
日

１１

２６

に
は
多
機
能
型
事
業
所
に
し
お
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
慰
問
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
慰
問
活
動
は

　
年
以
上
続
い
て
い
る
そ
う
で
、
こ

１０の
日
は
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、
紙
芝
居

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
約
　
人
の
施
設

４０

利
用
者
は
、
紙
芝
居
を
見
て
笑
っ
た

り
、
み
ん
な
で
歌
を
歌
っ
た
り
し
て

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
慰
問
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
は
、
会
場
が
笑
顔

や
笑
い
声
で
包
ま
れ
る
こ
と
を
生
き

が
い
に
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
る
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、

施
設
利
用
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
双

方
が
、
慰
問
活
動
を
通
じ
て
楽
し
く

ふ
れ
あ
っ
て
い
る
こ
と
を
大
変
う
れ

し
く
思
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
社
会
や
地
域
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
な
ど
の
支
援
に
よ

り
、
「
幸
せ
実
感
都
市
西
尾
」
の
実

現
に
向
け
て
、
障
害
の
あ
る
方
も
な

い
方
も
、
一
緒
に
楽
し
く
地
域
の
中

で
暮
ら
し
て
い
け
る
西
尾
市
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

広広報報平成２６年２月１日号 ２２００

広報サポーター
野田光成さん（今川町）

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
は
公
募
に
よ
り
選
ば

れ
た
市
民
記
者
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
市

民
の
目
線
で
市
内
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
取
材
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▲舞踊や紙芝居を披露するボランティアの皆さん

▲家庭的な共同生活を送りながら、
自立した生活への支援を行う里山
の家（家武町）

▲ハウスで多年草植物の栽培やダンボール箱の製造など、さまざ
まな作業に取り組む施設利用者たち

障
害
者
の
自
立
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動



２２１１ 平平成成２２６６年年２２月月１１日日号号広広報報

（桜町）
平成２４年８月生まれ

鈴木  照  万 くん
てる ま

食欲旺盛竃笑顔満点竃
照くん、これからもス
クスク育ってね。

（伊藤五丁目）
平成２４年８月生まれ

片山  幸  郁 ちゃん
ゆ い

とてもやんちゃだけど
甘えん坊で泣き虫なゆ
いちゃん。大好き竃

（一色町）
平成２４年８月生まれ

石川  紹 
じょう

 巴 くん
は

やんちゃで外遊びが大
好きなじょう♪元気に
大きくなってね。

（吉良町）
平成２４年８月生まれ

星野  季  希 ちゃん
き き

笑って泣いていつも元
気いっぱい！季希、か
わいい笑顔ありがと竃

（吉良町）
平成２４年８月生まれ

鈴木  遥  馬 くん
はる ま

遥くんのおかげで毎日
幸せ。これからもいっ
ぱい思い出作ろうね竃

（下永良町）
平成２４年２月生まれ

梅田  悠  希 くん
はる き

いつも元気なはるくん。
これからも元気に育っ
てね。

（上矢田町）
平成２４年８月生まれ

林  杏 ちゃん 
あん

 蒼  真 くん
そう ま

家族みんな杏ちゃんと蒼ちゃんの
ことが大好きです。これからも兄
弟仲良く、元気に大きく育ってね。

村村
のの
ささ
ささ
やや
かか
なな
一一
軒軒
のの
店店
屋屋

　
江
戸
後
期
、
江
原
村
の
中
を
通

る
街
道
沿
い
に
瓶
屋
長
左
衛
門
と

い
う
名
の
店
が
あ
り
、
実
に
多
く

の
品
物
を
商
っ
て
い
ま
し
た
。
材

木
の
多
く
は
、
岡
崎
や
豊
田
の
問

屋
か
ら
仕
入
れ
、
矢
作
川
を
利
用

し
て
運
び
、
西
浅
井
土
場
か
ら
陸

揚
げ
し
て
い
ま
し
た
。
反
物
類
は
、

西
尾
肴
町
の
釘
清
商
店
や
近
江
商

人
か
ら
仕
入
れ
、
西
尾
か
ら
の
も

の
よ
り
近
江
か
ら
の
も
の
の
方
が

安
価
に
売
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
草

履
・
わ
ら
じ
・
げ
た
は
、
西
尾
の

町
や
近
隣
か
ら
仕
入
れ
、
近
江
商

人
が
足
袋
類
を
納
め
て
い
ま
す
。

ね
り
油
・
ろ
う
そ
く
・
線
香
な
ど

日
用
品
の
多
く
は
、
肴
町
の
釘
屋

晴
助
や
本
町
の
煙
草
屋（
伊
藤
）小

兵
衛
か
ら
仕
入
れ
、
こ
の
２
店
が

西
尾
の
大
問
屋
で
し
た
。
こ
こ
で

も
、
近
江
の
綿
屋
が
若
狭
の
ろ
う

そ
く
を
、
名
古
屋
の
紅
葉
屋
が
油

や
線
香
を
納
め
て
い
ま
す
。
食
料

品
は
、
本
町
の
戸
ケ
崎
屋（
近
藤
）

勝
右
衛
門
が
た
ま
り
を
、
中
町
の

土
台
屋
太
助
が
焼
き
麩（
ふ
）を
納

め
、
吉
良
富
田
の
酢
や
岡
崎
福
岡

の
茶
な
ど
も
売
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

中
で
も
黒
砂
糖
の
２
倍
の
価
格
と

い
う
高
級
品
の
白
砂
糖
も
扱
っ
て

い
て
、
江
原
村
や
近
隣
の
村
で
も

こ
れ
を
需
要
し
た
階
層
が
あ
っ
た

の
で
し
た
。
文
房
具
は
、
煙
草
屋

小
兵
衛
と
釘
屋
晴
助
が
各
地
・
各

種
の
紙
を
、
足
助
の
紙
屋
茂
八
が

杉
原
紙
や
美
濃
紙
の
高
級
品
を
、

近
江
や
矢
作
の
商
人
が
筆
墨
を
納

め
て
い
ま
す
。
釘
は
、
須
田
の
鍋

屋
の
ほ
か
に
八
ツ
面
村
の
鍛
冶
屋

か
ら
も
直
接
仕
入
れ
、
火
縄
・
付

け
木
・
火
口
な
ど
は
、
煙
草
屋
小

兵
衛
が
唯
一
の
窓
口
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
村
の
一
軒
の
店

屋
で
近
隣
の
村
人
の
要
求
を
満
た

す
た
め
に
は
、
遠
方
や
多
方
面
か

ら
の
仕
入
れ
が
必
要
で
し
た
。
仕

入
れ
に
は
、
西
尾
の
町
の
商
圏
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
平
坂
湊
や
矢

作
川
の
存
在
も
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
し
た
。

８３文
化
振
興
課
市
史
編
纂
担
当
　
松
井
直
樹



広広報報平平成成２２６６年年２２月月１１日日号号 ２２２２

きと絆の共きと絆の共有有

２０１３きずなツリーの木の下２０１３きずなツリーの木の下にに輝

１２／１１  １／ １０

　市制６０周年記念市民公募事業「２０１３きずなツリーの木の下に」

が１２月２１日、名鉄西尾駅西側芝生広場で行われました。

　会場の中央には、西尾小学

校と花ノ木小学校の児童が作

成したキャンドルアートが、

塔のように飾り付けられまし

た。夕暮れの点灯式に集まっ

た市民らは、みんなの心と心

がつながり、強い絆となるよ

うにと願いを込め、キャンド

ルに灯をともしていました。

ームが参加しました。園内のあさひが丘周回やゆうひが丘周回など

標高１１ｍから １ ０ ０ ｍまでのアップダウンに富んだコースを舞台に、

各チームの５人の選手がたすきをつなぎ、ゴールを目指しました。

沿道では、家族や友人たちが選手の快走に声援を送っていました。

　にしお駅伝フェスティバル２０１３が１２月２２日、愛知こどもの国

を会場に開催されました。高校一般、中学生、小学生、シニア、

知こどもの国を快走！ 市知こどもの国を快走！　市制制６６ ００周周年記念年記念

にしお駅伝フェスティバル２０１にしお駅伝フェスティバル２０１３３愛

フレンドリーの部門に分

かれ、５区間 １ ７．９ ０ 灼の

Ａコースに １ １ ２ チーム、

５区間 １ ０．０ ９ 灼のＢコー

スに８４チームの計 １ ９ ６ チ

　名鉄西尾・蒲郡線の利用促進を図る「にしが

まビーチビューウォーキング」が、冬至にあた

る１２月２２日、名鉄吉良吉田駅を起点に行われま

した。参加者は、「かぼちゃ寺」の呼び名で知ら

れる妙善寺を目指し、暖かい日差しの中、海を

眺めながらウオーキングを楽しんでいました。

　妙善寺では、「かぼちゃサミット」が開催され、

さまざまな形や大きさのカボチャが並ぶ中、来

ぼちゃサミットを目指しぼちゃサミットを目指してて

にしがまビーチビューウォーキンにしがまビーチビューウォーキンググか

場者は、振る舞いのカボチャのしるこをおいし

そうに味わっていました。



２２３３ 平平成成２２６６年年２２月月１１日日号号広広報報

　今号のまちの話題に掲載した「てんてこ祭」の取材

に行ってきました。私自身この祭りを見るのは初めて

で、大変興味深く、また勉強にもなりました。実は普

段通勤で熱池八幡社のすぐ近くを通っていますが、恥

ずかしながらこの神社のことは全く知りませんでした。

これからもいろいろな取材に行く機会があると思いま

すが、市内で行われるイベントや祭りなどで自分が知

らないことを少しでも知ることができるよう、現場第

一で臨みたいと思います。（新）

　市役所市民ロビーで１月６日、西野町小学校御殿万

歳部による三河万歳「新春の舞」が行われました。太

夫役を天野嵩也くん、才蔵役を小林駿介くんが務め、

「鶴亀」を演じました。太夫と才蔵の賀詞を掛け合い

ながらの舞に、観客からは大きな拍手が送られました。

ンテコ・テン！ンテコ・テン！　

天下の奇祭「てんてこ祭天下の奇祭「てんてこ祭」」テ

５０ ５ ０ 年ほど前から伝わる奇年ほど前から伝わる奇祭祭

佐久島「八日講祭り佐久島「八日講祭り」」２
　八日講祭りが１月８日、佐久島の八劔神社で行われまし

た。市無形民俗文化財に指定されているこの祭りは、 ２ ５ ０ 

年ほど前から伝わる佐久島伝統の奇祭です。

　邪気の象徴として「鬼」と書かれた八角 凧 をつるし、古
だこ

式ゆかしい白衣と黒烏帽子に身を包んだ２人の厄男が矢を

放ちます。凧の骨を持ち帰ると、一年を無病息災で過ごせ

ると言われることから、矢が放たれると、島民や観光客な

どが一斉に凧の骨を奪い合いました。

年行われています。太鼓や米びつ、竹ぼうきを担ぎ赤装束

に身を包んだ厄男６人が八幡社の周辺から境内までを「テ

　県の無形民俗文化財

に指定されている「て

んてこ祭」が１月３日、

熱池八幡社で行われま

した。約 １，１ ５ ０ 年前か

ら伝わるお田植えの神

事で、豊年祭として毎

ンテコ・テン」と打ち鳴ら

す太鼓の拍子に合わせて腰

を振りながら、ゆっくりと

練り歩きました。

　また、かぶると厄除けや

病除けになると伝えられて

いるわら灰を厄男たちがま

き散らすと、大勢の観衆が

歓声を上げ、灰を浴びてい

ました。

おしろタウン　おしろタウン・・

シャオで開催。シャオで開催。今今

年の干支である年の干支である馬馬

の置物をはじめの置物をはじめ、、

茶わん、鈴など茶わん、鈴などのの

さまざまな民芸さまざまな民芸品品

が展示・販売さが展示・販売されれ

ましたました。。

西尾の郷土玩具と干支展１２１ ２ // ２７２ ７
～～１１//７７

西尾茶協同組　西尾茶協同組合合

による新春呈茶による新春呈茶ササ

ービスが行われービスが行われ、、

市役所を訪れた市役所を訪れた人人

たちたちはは「西尾の「西尾の抹抹

茶」で一服して茶」で一服していい

ましたました。。

「西尾の抹茶」
新春呈茶サービス

１１ //７７・・８８

　海原はるか・かなた海原はるか・かなた、、

ザ・ぼんちが出演しザ・ぼんちが出演してて

文化会館小ホールで文化会館小ホールで開開

催。この模様は２月催。この模様は２月２２

日日掌掌・９・９日日掌掌午後３午後３時時

３０分からＮＨＫラジ３０分からＮＨＫラジオオ

第１第１でで放送予定です放送予定です。。

市制６　０周年記念
「上方演芸会」公開録音

１１２２//１１３３

吉良上野介義　吉良上野介義央央

公の毎歳忌が、公の毎歳忌が、華華

蔵寺で行われま蔵寺で行われましし

た。山形県米沢た。山形県米沢市市

など、全国各地など、全国各地かか

ら関係者が集まりら関係者が集まり、、

遺徳をしのびま遺徳をしのびましし

たた。。

第 ３ １ １ 回吉良義央公毎歳忌１１２２//１１４４
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